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序 文

熊本県教育委員会で は 、 主要地方道 路熊本 高森線改良工事に伴い、 平成5年 か ら路線予

定 地 内 の 埋 蔵文 化財 の 発掘調査 を 進め て ま い り ま し た。

こ こ に 報告す る 阿蘇郡西原 村大字小森字桑鶴所在の打砕遺跡、 古池 さん遺跡、 古池 さん

北遺跡 は 、 平成5- 6年 度に 発掘調査 を 実施 し 、 平 成8 年 度に報告 書作成 を 行 な っ たも の

で あ り ます 。

調査の 結果、 熊本県内 で 2 例 目 と な る 縄文時代早期 の押型文施文の注口土器の破片が検

出 され たほ か、 同時期 の土器 ， 石器等多 く の資料が検出 され、 大きな成果を 得る こ と がで

きました。

こ の報告 書が、 埋 蔵文 化財の 保護に対す る 認識 を 深め 、 学術・研究上の 一助に な れ ば幸

い です。

発掘調査 に 際 し まし て は 、 多方面で熊本 県土木部道 路建設謀、 県熊本土木事務所か ら御

配慮、を 賜り 、 感謝致して お り ま す。

平成 9 年 3 月3 1 日

熊本県教育長松 尾 隆 樹



例 言

1. 本書は 、主要地方 道路熊本高森線改 良工 事に 伴い 、事前 に 実施 し た埋 蔵文 化財調

査の調査報告書 で あ る 。

2. 発掘調査 を実施 し た遺跡 は 、熊本 県阿蘇郡 西原村 大字小森 字桑鶴に所 在する 打砕

遺跡 、古池 さん 遺跡 、古池 さん北 遺跡で熊本 県土木部 道路建設 課の 依頼を受 け て 、

熊 本 県教 育委員 会が実施 し た。

3. 当 該遺跡の発掘調査は平成 5-6年 度に 実施 し 、そ の整理 ・ 報告は平成 8 年 度に

行 な っ た。

4. 本書は 、遺跡 ご と に 層 序に 従 っ て 、古い 時 代か ら 順 に 報告 し て い る 。

5. 本書 に 使用 し た地形図 は 、熊本 県土木部 道路建設 課か ら 提供を受 け たも の を基 礎

に し て い る 。

6. 現地調査 に 関する 実 測及び 写真撮影は調査員 で行 な っ た。 ま た、遺構の製 図は 村

崎孝宏、日 置 正香が行 な っ た。 遺物 の実測 は 、主と し て 村 崎、村 田百合子が これ に

あ たり 、一部 、i賓田彰久 の 協力を得た。 製図 は村 崎、村 田が行 な っ た。 遺物 の 写真

撮影は今村 龍太郎が行 な っ た。

7. 本書の 執筆は 、村 崎が 担当 し た。

8 . 本 書の編集 は 、熊本 県教育庁文化 課で行な い 、村崎が担当 し た。
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第I章 調査の概要

第I章 調査の概要

第1節 調査に至る経緯

平成4年6月22日付けで熊本土木事務所から熊本

県教育庁文化課に対し、 主要地方道路熊本高森線改

良工事予定区間における埋蔵文化財の調査依頼がな

された。 これを受けて、 同年7月遺跡台帳との照合

及び現地踏査を実施した。 その結果、 第1�1 1地点

の 1 1ケ所について試掘・確認調査が必要であるとの

回答を行なった。

この分布調査の結果をもとに、 熊本土木事務所と

協議を行い、 用地交渉が終了した地点から順に試掘

・確認調査を実施することとし、 平成5年2月26日、

3月l、 2 日に第l、 2地点及び第8�1 1地点につ

いて実施した。 この試掘・確認調査の結果から、 第

l 地点については、 遺物の包含層が雌認され315m2

の発掘調査が必要であり、 第2、 8�1 1地点につい

てはその必要性はない旨通知した。

第1図 工事予定区間内試掘・確認調査地点

-1-

また、 第3、 5� 7地点について、 平成5年6月

1 6日�22日に試掘・確認調査を実施し、 第5、 6地

点において 遺物の包含層が確認され発掘調査が必要

であり、 第3、 7地点についてはその必要性はない

旨通知した。

これらの結果から平成5年7月27日より第l地点

(打砕遺跡)の発掘調査を実施し、 9月24日終了した。

さらに、 用地交渉が遅れていた第4地点について、

平成5年11月1 7日試掘調査を実施し埋蔵文化財は確

認されず、 発掘調査の必要性はないものと判断され

た。

その後、 平成6年2月18日より第6地点(古池さ

ん北遺跡)の発掘調査を実施し、 3月25日に終了し

た。

第5地点(古池さん遺跡)については、 平成6年7

月18日より発掘調査を実施し、 9月16日に終了した。
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石 田和江 森 永タエ子

村 崎美穂子 (古池 さん 遺跡)調査事務 松 崎厚生 (課長補佐)

木下 英治(主幹兼経理係 長)

高 漬保子(参 事) -報告書作成(平成8年度)
調査総括 桑山 裕好(文 化課長)

丸山 秀人(教 育審議員 兼課長補佐)

松本 健郎(主幹兼文化財調査第二係 長)

調査作業員 西坂 豊 堀部 チカ 子 西村 英美

村 田セツ子 黒 田珠駒子 (打砕 遺跡)

山 田友子 平 井和子 笠 春美

松本 直枝 吉田静枝 勝本 和枝 調査担当 村 崎孝宏(文化財 保護主事)

成松 洋子 片 山 孝子 三浦佐代子 村 田百合子 (整理 臨時 職員 )

圃発掘調査(平成6年度)

服部 美紀子 青山 玲子 森 田ミドリ

曽 我敬子 緒方 寛(古池 さん北 遺跡) 調査事務 湖上重喜(教 育審議員 兼課長補佐)

江尻靖子 (総務係 長)

高 宮優美(参 事)

調査総括 桑山 裕好(文化 課長)

丸 山 秀人(課長補佐)

松本 健郎(主幹兼文化財調査 第二係 長)

岸本 誠司(主事)

整理作業員 江島園子 重永照代 徳永み ど り

吉本 清子 宮本 幸子 興相富貴子

橋本 由美子 永友和子

つ白



第2節 地理的環境

打砕 遺跡 、古池 さん 遺跡 、古池 さん北 遺跡の所在

する 西原村 は 、俵 山 ( 10 9 5m) ・ 冠ケ岳 ( 1 l 54m)

な どの 阿蘇外 輪山 西麓に 位置 し 、これ ら の 山塊か ら

流れで た鳥子川 と 木 山 川 、布 団川 に よ っ て 開析され

た、標高 200 - 400m の 台地が広 が る 。

この よ う に 東 は 、俵 山 、冠ケ岳な どの外 輪山 を境

に 阿蘇南 郷谷 と 接し 、南 は 高畑 山 ( 7 9 6 m ) 、長山

( 6 58m ) を境 に し て 大矢野原 と 接する 。 西は 、高

遊原台地 と な り 、平坦な 原 野が続い て い る 。

また、大峯( 409m ) を境 に 地理的 に 木 山 川 流 域

第3節 歴史的環境

先土器時代
西原 村 の 先土器時代の 遺跡 は 、今 日 ま で に 1 3ヶ所

が確認 されて い る 。 そ の所属時期 は 、ナ イ フ 形石器

文 化7遺跡 、細石器文 化1 2遺跡で あ る 。 し か し 、多

く の 遺跡が 表面採集 に よ っ て確認 され たも の であ り 、

具体的 な 内 容に つい て は 、不明 な 点が多 い。

遺跡、の 分布 は 、鳥子 川 上 流 域の 桑鶴・ 小森遺跡 群

と 高 畑 山 ( 7 9 5m ) 西・ 南 麓に 分布 する 西原 公共育成

牧場周辺 遺跡群の二 群に 大き く 分け ら れる ( 江本1 98 5)。

桑鶴・ 小森 遺跡 群は 、俵 山 ( l0 9 5m) ・ ー ノ峯( 857 

m ) か ら 連な る 緩斜面を過 ぎ広 大な 山 裾部 に分布 し 、

標高 は 約 300 - 400m で、あ る 。 遺跡 群に は 、1961年

乙益重隆氏、吉崎昌一 氏等に よ り 調査が行 な わ れ 、

そ の 後熊本 大学考古 学研究室に よ る 二 度の調査が実

施 され 、細 刃器が出土 し た桑鶴土橋遺跡があ る 。

この ほ か 、本 屋敷遺跡 、古 屋敷遺跡 、千人塚、別

辻遺跡 、桃ノ木原 遺跡で は 、地元の 故高橋弘氏や故

坂 田義贋氏に よ り 細 石刃 核・ 細刃器 等が 採集 されて

い る 。

また、今回 の調査 によ っ て 、古池 さん遺跡か ら ナ

イ フ 形石器 、台形様石器 、三稜尖頭器 、細 刃器が検

出 され 、古池 さん北遺跡か ら は 台形様石器 、三稜尖

頭器が検 出 されて い る 。

西原 公共育成牧場周辺遺 跡群は 、標高 約500 -700 
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と 鳥子川流 域と の 、二 つの 地 域に 分 け ら れ る 。

木 山 川 流 域に は 、冠ケ岳、高畑 山 か ら 連な る な だ

ら か な 原 野が広 が り 、木山 川 の 支流等の 開析によ っ

て 、多く の小平坦地が形成 され て い る 。

一方 、鳥子川 流域で は 、俵 山 西麓の 急斜面が 西行

する に従っ て 緩や か と な る が 、この傾 斜地 に 沿 っ て 、

小谷 と 小平坦地 を形成 し な が ら 葛目 川 と 袴野川 の 2

支流が 合し て 鳥子川 と な り 、さら に北 西方 向 に 流 れ

大津町 で 白川 と 合流し て い る 。

この地 域に は 、阿蘇外 輪山 の 急峻な 山 塊か ら 北 西

に 丘陵地が 連な り 、山 地 か ら 丘陵への 変化点近く に

多 く の 湧水 点が存在 する 。

m の 丘陵上 に 立地 し て い る 。 遺跡 群に は 、1 976 年 発

掘調査が実施 され 、良好な 状態 で は な い が細 石 刃核

1 点が出 土 し た谷頭 遺跡や 西原 A 、B 、F 遺跡があ

る 。

西原 A 遺跡で は ナ イ フ 形石器 、三稜尖頭器 、細 石

刃核が 、また西原 B 遺跡 で は ナ イ フ 形石器 、剥片尖

頭器 、三稜尖頭器 、細石刃 核、細 刃器が採集 され て

い る 。 1 9 9 6年熊本 大学考古 学研究室が実施 し た西原

F 遺跡では 、ナ イ フ 形石器 、台形石器 、台形様石器 、

細石 刃核、細 刃器 等が検 出 され て い る 。 この う ちナ

イ フ 形石器文 化資料 は 、ソフ ト ロ ー ム 層 の 上 中 下位

か ら 検出 され て い る 。 この ほ か 、西原種 牛センタ

C 、D 遺跡 等で ナ イ フ 形石器文 化の資料 や細 石器文

化の資料が数多 く 採集 され て い る 。

これ ら 二 群の石器文 化は 、姶良Tn火山灰 ( A T) 

降灰以前の も の は認め ら れず 、すべ て A T降灰以後

の所 産であ り 、ナ イ フ 形石器文 化第 田期 (木崎19 9 1 )

と 細石器文 化の 大き く 二時期 に 属する も の で あ る 。

縄文時代

西原村の縄文 時代 の 遺跡 は 数多 く 存在 し 、先土器

時 代の遺 跡数か ら急激に増加す る 。 これ らの遺跡の

分布 は 、葛目 川 流 域、袴野川 流域、布 団川 流域、楠

井川流 域に集 中 し て存在す る こと が知 ら れ て い る 。

し か し 、多く の 遺跡が表 面採集 に よ っ て確認 され

たも の で あ り 、そ の 具体的 な 内容 に つい て は 、不明

な 点が 多い 。 ここで は 、今回発掘調査 を実施 し た打
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砕 遺跡 、古池 さん 遺跡 、古池 さん北 遺跡の所 在する

葛目 川 流域( 烏子 川 上 流域) の 遺跡 を中 心 に 概観 す

る 。

早期 の 遺跡 は 、桑鶴土橋遺跡 、本 屋敷遺跡 、丸林

遺跡 、葛目 遺跡 、古池 さん 遺跡 、古池 さん北 遺跡 、

塩井社遺跡 等があ る 。 この な かで 、古池 さん 遺跡か

ら は 良好な 状態 で は な い が 、大津町瀬 田裏 遺跡 (緒

方1 9 9 2) で 出 土 し た押型文施文 の 注 口 土器 と 同様の

資料が 、胴部屈 曲 部 の み の 破片 で あ る が検出 されて

い る 。 これ ら の 遺跡か ら は 、押型文土器 を中心 に 撚

糸文 、縄文施文の土器や 中 原 西原式 ( 円筒形条痕文)

土器が出 土 し て い る 。 この ほ か 、袴野遺跡 、妙見遺

跡 、出 ノ口 遺跡 で は 、塞ノ神式系土器が採集 されて

い る 。

前期 の 遺跡 は 、轟式土器 、曽 畑式土器 を多量 に 出

土 し た桑鶴土橋遺跡や お 池 さん 遺跡 、本 屋敷遺跡 、

古池 さん 遺跡 、塩井社遺跡 等があ る 。 お池 さん遺跡

で は 、1 967 年山 本 幸信氏が 農作業 中 に 靖翠製の 大珠

を発 見し て い る 。 この 大珠は 、1 985 年 京都大学の分

析に よ り 、新潟県糸 魚川産菊翠で あ る こと が 判明し

て い る (坂 田1 9 9 3) 。 伴出 する 土器 に つ い て は 、表

面採集資料の み で あ り 不明 で あ る 。 そ の ため 、 大珠

の所属 時期 に つ い て は 、 不明 で あ る 。

中 期 の 遺跡 は 、本 屋敷遺跡、で 竹崎式土器が採集 さ

れて い る 。 今回発掘調査 を実施 し た古池 さん 遺跡で

も 同様 に 竹崎式土器が検 出 されて い る 。 ま た中 桑鶴

遺跡、か ら は 、瀬 戸内 系 の 船元式土器が採集 され て い

る 。

後期 の 遺跡 は 、西平式土器が採集 され て い る 本 屋

敷遺跡や南 福寺式土器 、三 万 田式土器が採集 されて

い る 丸林 遺跡 、古池 さん北 遺跡があ る 。 桑鶴土橋遺

跡で は 、西平式土器 、天城式土器が検出 されて い る 。

晩期の 遺跡 は 、桑鶴土橋遺跡で 山 ノ寺式 系土 器が

検 出 されて い る 。 その ほ か 、打 砕遺跡で 晩期の土器

が採集 されて い る が 、そ の土器型式 に つ い て は不明

で あ る 。

弥生時代
西原村の弥生時 代の 遺跡 は 、 縄文時 代晩期 末か ら

弥生時 代前 ・ 中 期 の 遺跡が少 な い こと が特徴 と し て

あ げ ら れ 、そ の所属時期 に つい て は 弥生時 代中 ~ 後

期 の黒髪式土器の 段階が中心 と な る 。

し か し 、多 く の 遺跡が 表面採集 に よ っ て 確認 され

たも のであ り 、そ の 具体的 な 内 容に つ い て は不明 な

点が多 u、。

当該期の 遺跡 と し て は 、黒髪式土器 、野部 図式土

器 を出土 し た塩井社遺跡や 免田式土器が採集 され た

大切畑 遺、 黒髪式土器の 査棺が発 見され た秋田原 遺

跡 、採集 され た土器型式の 詳細 は不明で あ る が本 屋

敷遺跡 、桃ノ木原 遺跡 、秋田上 ノ原 遺跡 、田迎遺跡 、

打砕 遺跡 等があ る 。 この ほ か 、谷頭 遺跡で は 、黒髪

式土器 を主体 と する 時期 の集 落の調査が行 な われ 、

竪穴式住居祉が1 3軒検出 され て い る 。

( 註1 ) 熊本 大学小畑 弘巳・ 藤木 聡両 氏の ご教示 に

よ る 。

※ 参考文献

松村 道博編 1 978 r谷頭 遺跡』 谷頭 遺跡調査団

熊本大 学考古 学研究室 1 97 9 r 桑鶴土橋遺跡 』

研究室活動報告 5

熊本 大学考古 学研究室 1 98 0 r塩井社遺跡』

研究室活動報告8

肥後考古 学会 1 98 5 r肥後考古』 第 5号

木崎 康弘 1 9 9 1 r 肥後 に お け る 先土器時代研究の

現状 と 課題』

『交流の考古 学』 肥後考古第 8 号所 収

緒方 勉 1 9 9 2 r瀬 田裏 遺跡調査報告 j II 

大津町教 育委員 会瀬 田裏 遺跡調査団

坂 田義贋 1 9 9 3 r西原 の文 化財 を語 る 』
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第 2図 遺跡分布図
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第1表 遺跡地名表

番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代 備 考

1 打砕 阿蘇郡西原村大字小森字桑鶴 縄文・弥生 散布地
2 古池さん " H H H 先土器・縄文 湧水地に隣接
3 古池さん北 庁 " H H 先土器・縄文

4 桑鶴土橋 H " H 土橋 先土器・縄文 1966， 70， 78年発掘調査
5 お池さん H H H H 縄文 1967年大珠を発見

6 どや堤の上 " H " 風当 弥生 黒髪式土器の壷棺

7 塩井社 H H " 塩井社 縄文・弥生 1980年熊本大学により発揮調査
8 本屋敷 " H H 上中尾捌 先土器・縄文・弥生 制器，醐式，凱怖式，西平式
9 古屋敷 " H H 上中尾捌 先土器・縄文

10 上桑鶴 H H " 桑霊 縄文

11 桑鶴 H " " 桑震 縄文

12 丸林 H " H 丸林 縄文 押型文，南福寺式，三万田式

13 扇ノ坂西A " " " 扇ノ坂 縄文

14 扇ノ坂西B " H " 扇 ノ 坂 縄文

15 袴野北 H " " 塩井社 縄文・弥生 押型文

16 風当 H H H 風当 弥生

17 大切畑 " " " 大切畑 縄文・弥生・古墳 押型文，免田式，土師器，須恵器
18 古閑 H H H 古閑 縄文・古墳

19 葛目 " " " 葛目 縄文・弥生・古墳

20 葛目横穴 " H H H 古墳

21 日南為 " " " 日南為 縄文

22 下桑鶴 H H H 上中尾創 縄文

23 袴野 " H " 袴ノ 震 縄文・弥生

24 出ノ 口 阿蘇郡西原村大字宮山字出 ノ 日程 縄文

25 奈良山 " H H 奈良山 縄文

26 千人塚 H H H 馬場頭 縄文 石匙， 石槍

27 宮山本村 H " 大字富山字富山 縄文・弥生

28 河原大野A " " 大字河原字大野 先土器・縄文

29 河原大野B H H " H 先土器・縄文

30 冠ケ岳・ ーノ峯南方の谷 H " " " 弥生

31 冠ケ岳頂上 H " " H 縄文 石鯨， 石匙

32 河原C " H " H 先土器・縄文

33 河原B " " H " 先土器・縄文

34 河原D H H H H 先土器・縄文

35 河原A 庁 H H " 先土器・縄文

36 中 桑鶴 " " 大字小森字桑覆 縄文

37 揺ケ 池西側台地 H H H 字土橋 縄文・弥生

38 外牧 菊池郡大津町大字外牧 縄文

39 瀬田裏 H " 大字瀬田裏字萩の平 縄文・弥生 1988， 89年発掘調査
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第E章 打砕遺跡

第1節 調査の方法と経過

当 該地 点で の熊本高森線改 良工 事は 、現 道を東側

に 拡幅 する 計画 で あ る 。 この工 事に よ り 、道路東側

に 広 が る 打 砕 遺跡 の 西端に か か る 。 この ため 、約

315m2 の発掘調査 を実施 し た。

ま た拡幅工 事に 伴う 調査で 、調査 区が幅が狭 く 距

離が 長い ため任意 に 5 X 5 m の グリ ッドを設定 し た。

この よ う に し て 設定 し たグリ ッド軸 を、調査 区の

長軸 方 向 を東 か ら 西へ A -Kと し 、短軸方向の 北か

ら 南へ 1 -3と し て 調査 を実施 し た。

調査の手順 と 方 法は 、以下の と お り で あ る 。

ま ず 、表土 の層 厚 が 約20cm 程度で あ る と の確 認調

査 結果か ら 、人力に よ る 表土 除 去を行 な っ た。

その 後 清掃を行 な っ た後 、トラ ンシットを使用し

て 5 X 5 m の グリ ッドを設定 し た。

調査 は 、遺構と 遺物 の検出 を中 心 に 実 施し た。

遺 構は 、平 面形の確認 を行 な っ た後 に 、土層 観 察

の ため 土手 を残 し掘 り 下 げた。 そ の観察後 、土 手を

取 り 除い て 全体像 を確認 する 。 その 聞 に 作成 され る

資料 に は 、1/ 10 、1/ 20 に縮尺 し て 作る 平 面図、土層

断 面図、断 面図な どがあ る 。

遺物 の検出 は 、上記 し た遺構調査の 完 了後 に 実 施

し た。 検出 遺物 は 、グリ ッド別、基本土層 別、遺物

の種類 別に 、台帳 を作り 遺物番号 を付 し た。 この 台

帳 に記載 する 事項 に は 、土器型式 、文様 、石器器種 、

石材 な どがあ る 。

こう し た発掘作業 の ほ か に 、関連調査 と し て 周辺

に 分布 する 遺跡の所 在確認調査 を行 な っ た。 そ の 成

果は 、第 I 章第 3節歴史的環境の 項 に 示 し て い る 。

調査の経過 に つい て は 、第 2 表の と お り で あ る 。

第 2表 調査工程表

7 8 9 
表土除去作業

清掃作業-
杭打ち- E層の調査

溝遺構調査-
W層の 調査

明層の調査

4口h 

書官構
24 

風 日
5 

査終
調

号接
近 了
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第2節 層位と包含層

打 砕遺跡 で は 、黄褐色粘質土 を第 四層 と し て 、8

枚 の 土層 が確認 され た。 その 堆積 は 、俵山か ら連な

る 緩斜面に 立 地 し て い る ため 、北 に 向 か つ て 緩やか

に 傾 斜し て い る 。

以下 、各層 ご と に 説 明 を行 な う 。

第I層 表土層(耕作土)
第E層 黒褐色土層

この層 は 、耕作な ど に よ る 削平を受 け て い る ため 、

5 � 1 5cm と 層 厚 は 薄 い 。 粒子 は細 か く フ カ フ カ と し

た土質 で あ る 。 遺物 は検出 され な か っ た。

第E章 打砕遺跡、

大の 砂粒 を含み フ カ フ カ と し た土 質 で あ る 。 古 墳時

代の 包含層 で 、土 師器が出土 し た。

第W層 時黄褐色土層
ア カ ホ ヤ 火山灰 を含 む 、土層 で あ る 。 この層 は 、

第 V 層 と 比べ て やや に ご り があ る 。 層 厚 は 、25 � 40

cmで あ る 。 縄文時代晩期 の 包含層 で あ る 。

第V層 黄褐色土層
ア カ ホ ヤ 火山灰層 で あ る 。 土 質 は 、粒子 は 細かく

フ カ フ カ して い る 。 層 厚 は 、30 � 50cm で、あ る 。 遺物

は t 食出 され な かっ た。

第羽層 黒褐色土層
第皿層 暗褐色土層 この層 は 、粒子が細 か く や や粘性 をお び 、し ま り

この 層 の層 厚 は 、1 5 � 30cm で 、粒子 は細 か く 1 mm の あ る 土質 で あ る 。 層 厚 は 、1 O� 30cm で あ る 。 縄文

I 

1 m 

百

0.5 

四

国
O 

第 4 図 土層図

時代 早期 の 包含層 で あ る 。

第四層 黒色土層
この層 は 、粒子 は 細 かく 粘性 をお び 、固く し ま っ

た土質であ る 。 遺物 は 、検出 され な か っ た。

第四層 黄褐色粘質土層
ソフ ト ロ ー ム に 相 当 する 土層 で あ る 。 わ ずかに掘

り 下 げを行 な っ たが 、遺物 は検出 され な か っ た。

打砕 遺跡の 基本土層 は 、以上の と お り で あ る 。

ま た、この 基本土層 を近接 する 桑鶴土 橋遺跡、塩井

社遺跡 と 対比 させる と 、打 砕遺跡、で確認 され た第 V

層 ( ア カ ホ ヤ 火山灰) が 、両 遺跡 で は やや に ご り の

あ る 状態か 、ブロック 状 に 含 ま れて い る 点で異な る 。

この よ う に 、細 か な 点で は 違い が認め ら れ る が 、大

まか には 打 砕遺跡第 W層 と 桑鶴土 橋遺跡第 H層 、塩

井杜遺 跡第 皿 層 が対比で き る 。

- 9 -

さらに 打 砕遺跡第 W層 (縄文時代早期 の 包含層)

は、 桑鶴土橋遺跡第Vb層と塩井社遺跡の第W層に
対比で き 、それ ぞれ検出 された遺物 の所属時期 も 、

同様 の様相 が認め ら れ る 。



第E章 打砕遺跡

第3節 調査の成果

t二;

Î' 

物場タバ

第 5 図 溝遺構実測図

1. 遺構について

打砕 遺跡で は 、E 、F - 2、3区に お い て 南北方

向 に 溝遺構を検出 し た。 こ の 溝は 、幅 約1 20cm 、深

さ約20cmで あ る 。

ま た、南 側で一辺が 220 叩の不整形の土 坑に よ り

切ら れ て い る 。 F - 3区溝の 東 側法面か ら 土師器の

小破片 が 4点検出 され たが 、そ の外 は溝及び土 坑か

2. 遺物について

打砕 遺跡 で は 、全部で 435 点の 遺物が 検出 され た。

そ の 内 訳 は 、土器 422点、石器1 3点で あ る 。 こ れ ら

の う ち土器 は 、すべ て 破片が 小さく 接合関係は認め

ら れ な か っ た。 ま た、石器 に つい て も 剥 片 ・ 砕片が

中心で 定形的 な 石器 は認め ら れな か っ た。

遺物 の分布の 在り 方 は 、ほ ほ調査 区全 域で確認 さ

れ たが 、標高 286. 50m よ り 西側 の 斜面部 に よ り 濃密

に 分布 する 傾 向 が 窺え る ( 第 6図②) 。 こ の こ と は 、

調査区が 当該遺跡の 範囲の 中 で 縁辺部 に位置し て い

る こ と を示 し て い る もの と 考 え ら れ る 。

ま た、皿 - N層 か ら は 満遍無 く 遺物が検出 され た。

そ の ため 、同層 か ら 検 出 さ れ た遺物 に は 、若干の混

在があ る もの と 考 え ら れ る 。

こ の よ う に 、小破片が多 く 接合 関係も 認め ら れ な

い ため 、全資料の 中 か ら 特徴 的 な 遺物 を選びだ し 図

ら は 遺物 は検出 され て い な い 。

溝遺構の埋土 は 、2枚 に 分層 で き た。 ①は 、黒褐

色土で粒子 は細 か く 固く し ま っ た感をう け る 。 粘性

は な く 、色調 的 に ややに ご り がみ ら れ る が 、基本土

層 の 第 E 層 に 類 似する 。 ②は 、暗褐色土で粒子 は細

かい 。 上層 よ り フ カ フ カ し て い る 。 色調 的 に ややに

ご り がみ ら れ る が 、基本土層 の 第 E層 に 類 似する 。

示 し た ( 第 7 図) 。

lは 、小破片 で あ る がそ の文様の特徴か ら 、縄文

時 代早期 末に 属 する 資料 で あ る 。 撚糸 文 帯を縦位に

施文 し 無文 帯も 認め られる こ と から 、塞ノ神式 系土

器の 梼ノ原式か 、も し く は 石坂上式 に比 定で き る 資

料であ る 。 2は 、凸帯文 を貼り つけ そ の 上 に 交差す

る 刻み 目 を施 文する 。 破片が 小さい ため 、全体の器

形は不明であ る が 、縄文時代 晩期後半~ 弥生時 代前

期 に 属 す る 資料であ る と 考 え ら れ る 。

こ れ ら の外 に、刷毛 目 の み ら れ る もの (第 7 図6 ，

10 ，1 1 ，1 3，14) や、ヘラ 削り がみ ら れ る も の ( 第 7

図5 ，9 ，1 1 ，16) な どの土師器 も 認め ら れ る 。

し か し 、こ れ ら の資料は破片が 小さく 全体の器形

が想 定で き な い ため 、具体的 な 所属 時期 は不明 で あ

る が 、古 墳時 代に属 する 可能性が 指摘で き る 。

nu
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第E章 打砕遺跡

第 3 表 遺物観察表

調 撃・文 様
l 番号 グ リ ッ ド 屑位 器種 部 位 色 調 胎 土 焼 成

外器商 内器面

1 H-2 w 深 鉢 胴部 (持) 赤褐色4/8，5四 細 かい砂粒， 角 セ ン 撚糸文帯の ナデ 良 好
(内) 赤褐色4/6，5YR 石 を 多量に含む 縦走施文

2 H-2 E 胸部 (件)積色6/6，町R 1-3mmの砂粒， 長石 凸帯上に交 ナデ 良 好
(向) 暗褐色6/3，5YR お英、 角 セ ン石 を 多 差する刻み

量に含む

3 H-2 皿 胴部 (品川音檀色6/4，7.5YR 2-3mmの砂魁， 長石 ナデ ナデ 良 好
(防灰褐色5/1，7.5YR 角 セン石 を 多 く 含 む

繊維質 を 含む

4 G-2 E 胴部 。)暗褐色5/3，7.5YR 砂粒， 長石， 角セ ン ナデ ナデ 良 好
(JIl)灰褐色4/1，7.5YR 石 を 多量に含む

5 1 -2 W 胸部 (井)明赤褐色5/6，5YR 細 かい砂殺， 石英， ナデ ヘ ラ削り 良 好
(的 黒褐色3/1，5YR 角 セ ン石， 雲母を 含

む ， 2-3mm大の長石
を 多量に含む

6 H-2 皿 胴部 。)槍色6/4，町R 1-4mmの砂粒， 長石， 刷毛目 ナデ 良 好
(向) 暗褐色5/3，町R 石英、 角 セ ン石 を 多

量に含む、 繊維質 を
含む

7 1-2 E 胴部 。) 暗績色6/4，町R 1-3mmの砂粒， 長石， ナデ ナデ 良 好
(内)暗赤褐色5/4，5YR 石英、 雲母を 含 む

8 1 -2 W 胴部 (件)栂色7/6，7.5YR 1-3mm大の砂粒， 長 指によるナ ナデ 良 好
U向0"音褐色5/4，7.5叩 石. 角 セ ン石 を 多量 ア

に合む

9 H-2 皿 胸部 (灼褐色4/3，7.5YR 2-3mmの砂粒， 角セ ヘラ削り ヘラ削り 良 好
(防 褐色5/4，7.5YR ン石 ， 繊維質 を 含む

10 G-2 W 胴郁 (件)灰黄縄色4/2，10YR 長石， 石英， 角 セ ン 刷毛目 ナデ 良 好
(向) 貨櫨色7/3，lOYR 石 を 含 む

1 1 G-2 皿 胸部 (持)績色6/6，7.5YR 細 かい砂粒， 長石， ヘ ラ削り， ナデ 良 好
(防貧纏色5/3，10YR 石英、 角セ ン石 を 合 刷毛日

む

12 G-2 E 腕部 (持)種色6/3，7.5YR 細 かい砂粒， 長石， ナデ ナデ 良 好
(JIl)B音檀色6/4，7.5YR 雲母 を 含 む

13 H-2 皿 胸部 (め褐色5/4，7.5YR 細 かい砂粒， 長石， 刷毛目 ナデ 良 好
(JIl)灰褐色4/2，7.町R 角 セン石 を 含む

14 G-2 W 胸部 (的灰黄色7/2，2.5刊 1-2mmの砂魁， 長石 刷毛 目 ， ナ ナデ 良 好
(内)淡黄色8/4，2.町R を 多量に含む ア

d 
15 G-2 皿 胴部 (時} 赤褐色4/6，町R 細 かい砂粧， 長石， ナデ ナデ 良 好

C向)明 赤掲色5/6，町R 角セン石 を 多量に合
む ， 繊維.質 を 含 む

16 1-2 m 胸部 (昇)褐色5/4，7.5YR 細かい砂粒， 長石， ヘラ削りの ナデ 良 好
(自) 栂色7/4，7.5YR 角セン石 を 多量に合 後、 ナデ

む， 繊維質 を 含 む
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第E章 打砕遺跡

第4節 まとめ

今回調査 を 行 な っ た 打砕遺跡の周辺で は、 縄文時

代 早期 ~ 晩期 まで の 遺物 が検 出 さ れ た 桑鶴土 橋遺跡、

や 菊翠製の 大 珠が発 見さ れ た お 池 さ ん遺跡等があ る 。

お池 さ ん遺跡 は 、 菊翠製の 大珠が 存在す る こ と か ら 、

当 該地域の 有力な 集団 で あ る と 考 え ら れ る 。 打砕遺

跡 は、 こ れ ら の遺跡の南 側に 位置 し 、 同一 丘陵の西

端には塩井社遺跡等があ る 。

打砕遺跡 は 、 過 去に縄文時代晩期 ~ 弥生時代の遺

物 が採集さ れ、 当 該期 に 属 す る 遺跡 と し て 認識 さ れ

て い た 。

また 、 遺跡 の 範囲に つ い て も 、 県 道熊 本高森線の

南東 側に 広 が る 原 野に 、 広 く 存在す る こ と が知 ら れ

て い た 。 現 在遺跡の大半 は、 放牧地 と な っ て い る た

め遺物 の 採集等 はで き ず、 遺跡の 正確 な 範囲を 知 る

こ と はで き な い 。

今 回 の調査区 は、 こ の 遺跡の 範囲か ら す る と 北 端

部 に 位置す る こ と に な る 。

出土遺物 は 多 く 、 全部で 435点検出 さ れ、 そ の 内

訳 は土器 422点、 石器13点で あ る 。 そ の 出 土 層位 は、

第 皿 - N層と 第 VI層で あ り 、 そ の 大半が第 m - N層

か ら 出 土 し て い る 。

分布 の在 り 方で は、 比較的傾 斜の 緩や か な 調査区

東 側で 少 な く 、 標高 286. 50 m よ り 西 側の 斜面部 に

濃密に 分布す る 傾向 が 窺え る 。 検 出 さ れた 遺物 は、

すべて小破 片で あ り 、 接合 関係は認め ら れな か っ た。

こ の こ と か ら も、 遺跡の 中心が今回 の調査区 よ り 高

所に 存在す る こ と が明 ら かで あ り 、 従来認識 さ れて

い た よ う に現 在放牧地 と な っ て い る 原 野一 帯に 存在

す る こ と が確 か な 確 率で予 想 さ れ る 。

そ の た め 、 詳細 に つ い て は不明 な 点が多 い が、 そ

の 所属 時期 に つ い て はい く つ か に 分け る こ と が可能

で あ る 。

つ まり 、 第 羽層か ら 検出 さ れた 塞ノ神式系土器 を

含む縄文時代 早期 の 段階 と 凸 帯文土器の 段階、 ヘラ

削り や刷毛 目 等の調整 を施す土師器の 段階に 分け ら

れ る 。

こ の遺物 の様相が、 調査区 に 隣接す る 打砕遺跡の

一様相 と し て 捉え る こ と がで き る 。

ま た 遺構と し て は 、 構遺構が検出 さ れた 。 し か し 、

遺構埋土か ら 検出 さ れ た 遺物 は小破 片で、 具体的 な

所属 時期 につ い て は不明 で、 あ る 。

※ 参考文 献

松村 道博編 1978 W谷頭遺跡 』 谷頭遺跡調査団

熊本大 学考 古学i研究室 1979 W桑鶴土 橋遺跡 』

研究室活動報告 5

熊本 大学考 古学研究室 1980 r塩井社遺跡』

研究室活動報告 8

坂 田義贋 1993 W西原 の 文化財 を 語 る 』
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第 田 章 古池さ ん遺跡

第E章 古池さん遺跡

第1節 調査の方法と経過

当 該地 点 で の 熊 本高森線改良工事 は、 現 道の西側

に 新設 さ れ る 計画 で あ る 。 こ の工事 に よ り 、 湧水地

(古池 さ ん ) の南西 に 広 が る 古池 さ ん遺跡の西側 の

大半がかか る こ と に な る 。 し か し 、 事前 に 実施 し た

確認調査の 結果、 一部 に す で に 破壊 さ れ遺物包含層

が残 存し て い な い 箇所が 存在し た た め 、 約 1000m2 の

発掘調査 を 実施 し た 。 調査区が狭い た め任意 に 5 X

5 m の グ リ ッ ドを 設定 し た 。

こ の よ う に し て 設定 し た グ リ ッ ド軸 を 、 西か ら 東

へA - I 、 北か ら 南へ 1 - 12 と し て調査 を 実施 し た。

調査の手順 と 方法 は、 以下 の と お り で あ る 。

まず、 重機に よ る 表土 除 去を 行 な い 、 そ の清掃の

後 ト ラ ンシ ッ ト を 使用 し て 5 X 5 m の グ リ ッ ド を 設

定 し た 。

調査 は、 遺 構と 遺物 の検出 を 中心 に 実施 し た 。

遺 構は、 平面形の確認 を 行 な っ た 後 に 、 土層 観察

の た め土手 を 残 し 掘 り 下 げ た 。 そ の観察後、 土手 を

取 り 除い て 全体像 を 確認す る 。 そ の 聞 に作成 さ れ る

資料 に は、 1 110、 1 120 に 縮尺し て 作 る 平面図 、 土層

断面図 、 断面図 な どがあ る 。

遺物 の検出 は 、 上 記し た遺 構調査の完 了 後 に 実施

し た 。 検出遺物 は、 グ リ ッ ド別 、 基本土層 別 、 遺物

の種類別 に 、 台帳を 作 り 遺物番号 を 付 し た 。 こ の 台

帳 に 記載す る 事項 に は、 土器型式、 文様、 石器器種、

石材 な どがあ る 。

こ う し た発 掘作業の ほ か に 、 関連調査 と し て 周 辺

に 分布す る 遺跡の所在確認調査 を 行 な っ た 。 そ の 成

果 は、 第 I 章第 3 節歴 史的環境の項 に 示 し て い る 。

調査の経過 に つ い て は、 第 4 表の と お り で あ る 。

第 4 表 調査工程表

9 コ8 
「一一

月 7 
』一一

表土除去作業-
清掃作業調

査
杭ー打ち

旧地形の検出

集石遺構調査
- -
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第2節 層位と包含層

今 回 調査 を 実施 し た 箇 所は 、 現況で は 一筆の畑 と

な っ て い た地点で、 桑が 栽培さ れて い た 。 そ の た め 、

ほ ぽ傾 斜の な い 平坦 な 地形 で あ っ た 。

し か し 、 確認調査 及び 表土除 去の 段階で、 調査区

の 西 側に 広 く 客土が 存在 し 、 大規模に 造成が行 な わ

れ た 痕跡が認め ら れた 。

地 元の 聞き 込み等で は 、 調査 区北側 の畑地 及び調

査 区 内 の 北 側~ 南 東 側に か け て 削平 し 、 西側 の 谷部

I 

E 

E 

町

1 m 

V 

0.5 

。

第 9 図 基本 土層図

第 皿 章 古池 さ ん遺跡、

を埋め る 作業 を 約30年程前 に実施 し た と 聞き 取 っ た。

こ の こ と か ら 、 旧 地形は現況 と 大き く 異 な る 。 調

査 区 は 、 湧水地の南西部 に 広 が る 遺跡、の南西端に位

置 し 、 大半 は谷部が 占 め る こ と に な る 。 そ の た め 、

土層 の堆積は南西 に 向 か つ て 緩や か に傾 斜し 、 谷部

へ と 至る 。 遺物包 含層 は 、 こ の 谷部 を と り まく 緩傾

斜地で検出 さ れた 。

古池 さ ん 遺跡で は 、 黄褐色 粘質土層 を 第 四層と し

て 、 7枚の土 層が確認 さ れた 。

以 下、 各 層ご と に説明 を 行 な う 。

第I層 表土層(耕作土)
灰褐色 を 呈し た 土層 で 、 第 四層 の黄褐色 粘質土の

ブロ ッ ク を 含む 客 土 で あ る 。

第E層 暗黄褐色土層
ア カ ホ ヤ 火山灰 を 、 ブロ ッ ク 状 に 含 む。 層 厚 は 、

10-50cmであ る 。 縄文時代前 ~ 後期 の 包含 層で あ る 。

第皿層 褐色土層
粒子は細か く 、 ややし まり の あ る 土 層で あ る 。 調

査区全域に 分布が認め ら れ た 。 縄文時代 早期 の 包含

層 で あ る 。

第W層 暗褐色土層
粒子は 細 か く 、 や や し まり の あ る 土層 で 、 第 皿 層

に比べて や や弱い粘性 を 帯びる。 調査区南 側で は 、

同層 の堆積は薄いが、 ほ ほ全域 に分布が認め ら れた。

縄文時代 早期 の 包 含層 で あ る 。

第V層 黒色土層
粒子は細か く 、 し まり があ り 粘性 を 帯びた土層 で

あ る 。 遺物 は 、 検出 さ れ な か っ た 。

第羽層 暗褐色粘賀土層
i新移層 で あ る 。 粒子 は細 か く 、 し まり があ り 粘性

を帯びた土 層で あ る 。 無遺物層 で あ る 。

第四層 黄褐色粘質土層
ソ フ ト ロ ム に相 当 す る 土層 で あ る 。 客 土 中 か ら

採集 さ れ た ナ イ フ 形石器等が、 本来包含 さ れ て い る

層で あ る と 考え られ る 。 わ ずか に掘 り 下げ を 行 な っ
たが、 遺物 は検出 さ れ な か っ た 。

巧i
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第3節 調査の成果

誤って抜きとった磯の範囲

05 m 

A ←一一
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第 四章古池 さ ん遺跡
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dさ�
第1 1 図 集石遺構実測図

1. 遺構について

古池 さ ん遺跡で は、 G- 8 区 で集石遺 構を l 基検

出 し た 。 そ の 規模は、 長軸 O. 6m 、 短軸O. 4m の楕

円形の土 坑で 深さ O. l m を 測 る 。 集石 を 構成す る 離

は、 板状の 砂岩で 13個検 出 さ れた 。

し か し 、 遺 構確認の 段階で 誤って 7 個 の 礁 を はず

し て し まった た め 、 第 1 1 図 に は残 り 6個 の 離の検 出

2. 遺物について

古池 さ ん遺跡で は 、 全部 で 266点の遺物が出土 し

た。 その内訳は、 土器217点、 石器49点である。 こ
れ ら の遺物 は、 第 E 層~ 第 W 層か ら 検 出 さ れ、 そ の

大半 は第 皿 層か ら 検出 さ れ た押型文土器で あ る 。

また 、 こ の 他に客土中 か ら 多 く の遺物 を採集 し た。

そ の 中 に は、 先土器時代の 遺物 も 含 まれて い た。

状態が 記録さ れて い る 。

こ の集石遺 構は、 第 E 層を 掘 り 下 げて い く 際 に 検

出 さ れ た 。 遺物 は、 土 坑北 側壁 で 2 点 の 土器 片を 検

出 し た が、 部位 は胴 部 で い ずれ も 破 片が小 さ く 型式

等 は不 明 で あ る 。

埋土 は 暗褐色 を 呈し 、 粒子 はや や 粗く し まり が な

し、。

こ の こ と か ら 当 該遺跡で は本来、 先土器時代か ら

縄 文時代後期 までの 生活の 痕跡が残 さ れ て い たこ と

にな る 。 そ の 中 心 は、 出 土 し た 遺物 及び採集 さ れた

遺物等か ら 、 縄文時代早期 で あ る と 考 え ら れ、 遺跡

の 中心 は、 調査区北東 側及び湧水地南 側に 存在す る

も の と 考 え ら れ る 。

Qd
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第16図 遺物実測図

( 1 ) 土器

古池 さ ん遺跡で は 、 2 17 点 の土器が 出 土 し た 。 こ

の内 、 皿 層 を主体 と し て 出土 し た押型文土器は、 151

点 で 最も 多 い 。 こ の押型文土器 を文様 別で み て み る

と 、 楕円文67 点、 山形文76点、 格子 目 文 8点であ る 。

また 、 部 位別で は 口縁部 30 点、 胴部 1 18点 、 胴部

~ 底部 3点 で あ る 。 こ れ ら の資料か ら 押型文土器 の

器形 は 、 口縁部がやや外反し 胴部 は小 さ く 膨ら み 窄

まり な が ら 底部 に 至る 。 底部 は 、 平底であ る 。

こ れ ら の土器片 は 口縁部 の観察 か ら 、 内器面 に 原

体 条痕と 外器面 と 同 種 の文様 を横 位に施文す る も の

と 、 内器面が無文 のも のと があ る 。 数量的 に は 、 前

者 の資料が 圧倒 的 に 多 い。

ま た 、 客土か ら 採集 し た資料 のな か に 、 大津町瀬

田裏遺跡、で検出 さ れ た 注 目 土器 と 類似す る 土器が l

点 存在し た 。 瀬 田裏遺跡で は 、 多 く の注目土器が検

出 さ れ、 楕円文、 山形文、 条痕文 、 絡条帯圧痕文 な

ど施文 さ れ る 文様 に は バラエティーが認め ら れ る 。

器形で は 、 胴部 の屈 曲 が明確 な も のと 緩や か な も の

の二者が認め ら れ て いる 。 古池 さ ん遺跡 で確認 さ れ

た資料 は 、 胴部 の屈 曲 が明確 で 楕円押型文 を施文 し

て い る (第 16図89) 。 注 目 部 は 、 胴部屈 曲 部 のや や 上

位に 設定さ れて い る 。

E 層 か ら は 、 縄文時 代前期 の曽畑式土 器な どが出

土 して いる が、 数量的 に は そ れ ほ ど多 いもので は な

し、。44・。，“
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第 5 表 遺物観察表

調 整・文 様 焼 成番号 グリッド 層位 著書 種 部 位 色 調 H台 土
外様面 内器薗

1 H-8 H 深鉢 口縁部 iijii芸能ijj:i綴 砂 石粒 を， 含 長 む石 ， 角セン山形文 原山 体形 条 文痕良 好

2 H-5 E 深鉢 口縁部 ((

外内�暗暗黄

寅褐拍

色 56//44， ，

11

00Y

mR 

砂 石 粒 を 含， 長 む石， 角セン山形文 原山 体形条 文 痕良好

3 H-9 皿 深鉢 口縁部 ajii霊能fji:1332 砂石粒 を ， 含長 む石 ， 角セン山形文
原1!J 体形 条文痕良 好

4 H-7 E 深鉢 口 縁 部 。(
向))H

暗音
糧黄

色

櫨 6色/
46/，

47 .
，

5 1

Y0Rm 砂 を粒 含，む石英 ， 黒雲母 山形文 原山 体形 条 文痕良 好 l

5 H-9 四 深鉢 口縁部 mli霊能;ji:11廷 砂 石 粒 を 含， 長 む石 ， 角セン山形文 原山 体形条 文痕良 好

6 H-5 田 深鉢 口縁部 mli欝Eiji:ii藷 聖母 長 石 ， 石英 を山形文 原山 体 形条文痕良 好
l

7 H-8 皿 深鉢 口縁部 (
(再内

))

明H青 褐赤 褐色 5 色/ 54

/
，

67

，

. 5 5Y

YR
R 砂 石 粒 を含， 長 む石 ， 角セン楕円文 楕原体円 条文痕良 好

8 H-7 m 深鉢 日縁部 総長欝Eiji:ii認 砂を粒 含，む石英 ， 黒雲母山形文 原山 体形 条 文痕良 好

9 H-7 H 深鉢 口縁部 iijii芸能務:1352 砂石 粒 を， 含 長 む石 ， 角セン山形文 E 体 形 条 文 痕良 好

10 H-7 m 深鉢 日縁部 ( (
件

自 ))H H
音 音

黄質檀燈

色色 67
// 4 4， ，

1100 Y Y
RR 

砂を粒含 ，む石英 ， 黒雲母 山形文 原山 形体 条文痕良 好

1 1  H-7 皿 深鉢 日縁部 jijl語諸島ji:i綴 砂角 粒セ，ン石長 石を， 含石む英 ，山 形文原山 形体条 文痕良 好・

12 日-9 皿 深鉢 口縁部 jij自諸島iji:;:諜 砂石 粒 を 含， 長 む石 ， 角セン山 形文
ナデ 良 好

13 H-9 田 深鉢 口縁部 iij瞬25iff議R 砂 を粒 含，む石英 ， 黒雲母 楕円文
楕原体 円条文痕良 好

1 4 H-9 m 深鉢 口縁部 側諸島jifi藷 砂を粒含 ，む石英 ， 黒雲母 山 形文原山 体形条文痕良 好

15 G-5 E 深鉢 口縁部 ajii霊iigm:11諾 砂 石粒 を， 含 長 む石 ， 角セン格子 目文ナデ 良 好

16 G-5 m 深鉢 口縁部 iij嬬2iji:;:鍛 砂 石粒 を， 含石む英 ， 角 セン格子 白文原絡体
子 条同痕文

良 好

17 H-5 皿 深鉢 日縁部 ajii霊能;ji:13認 砂石 粒 を 含， 長む石， 角セン精円
文精原体 円 条文 痕良 好

18 日-10 m 深鉢 口縁部 日日韓iigfji:i綜 砂 石 粒 を 含， 石む英 ， 角セン格子日文 原格休子 条 日痕文
良 好

19 H-6 皿 i架鉢 口縁部 総長霊能;ji:ii誌 砂を 粒 含，む石英 ， 黒雲母山
形文自草委痕 良 好

20 H-5 皿 深鉢 口縁部 ( (

持向

))

樟栂色色 65 /

/ 66 ，

，

7 5 .

Y5R 

YR 器， 長 石 ， 石英 を
山形文 原山 体形条文 痕良 好

2 1  日-7 皿 深鉢 胴部
jij購253fibF 砂 石粒 を 含， 石む英 ， 角セン楕円文 ナデ 良 好

22 H-9 皿 深鉢 胴 部
iB鶴議;mOYR 砂角粒セ，ン長

石石を，少石量 英含 ，む 楕円文 ナデ 良 好

23 H-9 E 深鉢 日縁部 ( ( 件 向))灰 日音 黄 賛糧褐
色色 7 6 / /32，，

1
1 00四IYR 砂角 粒セン 長 石石を多 石く 英含，む格子日 文原格体 子 条目痕文

良 好

2 4 G-5 皿 深鉢 胴 部 �め

向)H灰

音

黄

黄

綬色色6/ 72/，
42，

.51Y0刊

砂角粒セ，ン石長
石を多，石く

英含，む
楕円文 ナデ 良 好

2 5  H-8 皿 深鉢 胴部 jめ
向)暗

H
音

黄黄F色色 川7
/

3，
11仰0刊

砂角粒セ，ン長石石を，少石量英 合，む 格子目文 ナデ 良 好

26 H-6 m 深鉢 胸部 ((持内))
灰 灰貨

黄 褐 褐 色 色
66 /

/

22，， 11o0
m
YR 

砂多 粒く ， 含む長石， 石英 を楕円文 楕ナ
円
デ
文 良 好

'hd
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第6表 遺物観察表

番号 グリッド 層位 器 積 郁 位 色 調 目白 土 調 楚 ・ 文 様 焼 成
外器商 内器商

27 H-5 E 深鉢 胴部 ( (
外自

))暗暗
黄黄樟積

色色77
//44i. 11

00

YY
RR 砂角

粒セ，
ン 長

石石を，

多石く 英含，
む

楕円文 楕円文 良 好

28 H-5 皿 深鉢 胴部 腕襲五協Tm 砂角 粒セ， ン 長 石石を， 多石く
英含， む

楕円 文TP文 良 好

29 H-7 m 深鉢 胸部 ����諸島ZM;鳴R 砂角粒 セ ，
ン長

石石を多，
石く

英

含 む 楕円
文理事文 良 好

30 1-1-5 回 深鉢 口縁部
jijli霊能;ji:ii藷 砂角粒セ， ン 長 石石を， 少石量英含， む精円文 軍事文 良 好

3 1 H-8 H 深鉢 目岡部 (

(外向))HH

音
音

黄

質

櫨燈色

色 66/ /

33 .;

1 100四iYR 

砂角 粒セ ，ン長 石石を ，多石く 含英む
楕円文 ナデ 良 好

32 H-lO 皿 深鉢 胸部 {ij願者色i窓側 砂角粒

セ .，

ン 長

石石を，

少石量
英

含む 楕円
文

ナデ 良 好

33 0-5 皿 深鉢 胴部 日液鑑jy!?m 砂角 粒セ，
ン 長 石石を多，

石 く
英含，

む

格子日文 格ナ子 デ日文良 好

3 4 11-7 m 深鉢 胴部 外(向)) 灰 日時黄
色褐

7

色 / 54 /
， 72 .

，
5 1Y0 R

YR 砂 石 粒 を， 少 長 量 石含， む角 セン楕円文 ナデ 良 好

35 H-9 E 深鉢 胴割1 腕雛id，
??刊

砂角粒セ，
ン石長

石を多，
石 く

英含，
む

楕円文 ナデ 良 好

36 0-5 m 深鉢 胸部 ゆ(向l灰凋黄黄褐褐
色色74 / /

62

.，

7 10
.5Y

m
R 

砂
角粒セ， ン 長 石石を多， 石 く 英含， む

楠円文 ナデ 良 好

37 H-7 皿 深鉢 目同期1 jij農芸能ij213藷 若粒セ，
ン 長 石 石を多，

石く英
含，

む

橋円 文ナデ 良 好

38 1'1-6 皿 i架鉢 胴部 (
( 再的)暗暗槍

質

経色7 色
/
64 /

，
73 .
， 町

10
RYR 

常粒セ， ン 長
石石を，

多 石く
英含，

む

精円文 ナデ 良 好

39 H-7 皿 深鉢 胸部 ((判内)H官音

黄質櫨栂色

色 77 /
/

4
4

，
，

1100

m 

YR 砂 石粒 を，少 長量 石含， む角セ ン楠円 文ナデ 良 好

40 H-9 四 深鉢 胴喜1I iB器25ndm 砂角粒セ， ン石長
石を，

少石星英
合， む

精円 文ナデ 良 好

4 1 Hー7 ßI 深鉢 胴郁 jij詰豊富主;mm 砂角 粒セ ，ン 長 石石を， 少石量英含， む精円 文ナデ 良 好

42 11-9 皿 深鉢 胴部 腕詰Ewm 砂角 粒セ，
ン長 石石を多，

石く英
含，

む

楕円文 ナデ 良 好5 /
3 ，

10YR 

43  !.! -7 皿 深鉢 胴部 ajii芸能iji:13藷 砂角 粒セ， ン 長 石石を， 多 石 く 英含， む楕円文 ナデ 良 好

44 0-5 m 深鉢 胴期i C向H))暗明績褐 色灰 7 色/
74， / 72 .

， 5
7Y.

5R

m 砂角 粒セ.ン 長 石石を，
多 石く

英含，
む

楕円 文ナデ 良 好

45  1-1-10 皿 深鉢 目岡部 iij思議guj:11藷 強誌石 ， 石英 を楕円 文ナデ 良 好

46 1-1-6 m i架鉢 目同期l j外山輔 色 褐川 色 5
7 / 53四， 畑砂角粉

セ，
ン 長 石石を，

多石く
英含，

む

楠円文 ナデ 良 好

47 H-8 皿 深鉢 胸部 ((外肉.�暗H閥褐

色
色 55/
/ 33，

，

77
..

55
mm 

官 粒セ，
ン 長石

石を，
多石く

英含，
む

楕円文 ナデ 良 好

48 1'1-9 E 深鉢 胴部 jijii能;jj:;:諒 砂 角粒セ， ン 長 石石を， 多石く 英含， む椅円 文ナデ 良 好

4 9 H-7 皿 深鉢 胴底部
部~

iijli霊能;ji:13藷 宮 粒セ，
ン 長 石石を多，

石く
英含，

む

山形文 ナデ 良 好

50 0-5 m 深鉢 胸部 �持 向) )犠 灰 色黄7 褐 / 自邑47 / . 52Y，R10m 砂
角粒セ， ン 長 石石を， 少石量 英 含，む

楕円 文ナデ 良 好

5 1  H-8 皿 深鉢 胴部 腕菱自giji:i鍛 砂角 粒セ，ン 長 石石を， 多石く 英含， む楠円文 ナデ 良 好

5 2  H-9 m 深鉢 目阿部 iijli鶏23ji:13藷 野'ン 雲EL量著b 楕円文 ナデ 良 好

pnv
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第7表 遺物観察表

調 整・文 様 焼 成番号 グリッド 層位 器 種 部 位 色 調 胎 土
外掃面 内器商

I 53 H-5 皿 深鉢 口縁部 ���騒諸島jtii諜 者粒セ，
ン 長 石石を，

多 石く英
含 ，

む

山形文 原山 体 形条 文痕良 好

54 H-7 E 深鉢 胴部 mli鶏23ji:11認 砂石粒を.少 長 量石含 ， む角セン山形文 原山体 形 条 文痕良 好

55 H-7 E 深鉢 胸部
iiiE難21ji:11藷 砂石粒 を多， 長 く 石含 ， む角セン山形文 山 ナ 形

デ
文良 好

56 H-9 E 深鉢 胴部 ��臨需232ii藷 者粒セ，
ン 長 石

石を多，
石く

英含 ，
む

山形文 山ナ形デ文 良 好

5 7 H-5 E 深鉢 腕部 aiE鶏giji:諮 砂角粒セ，
ン 長 石石を多，

石く
英含 ，

む

山形文 ナ デ良 好

5 8  H-9 E 深鉢 胸部 ��躍難者拡張R 者粒 セ ，
ン 長石

石を
多，

石く英含

.む

01形文 山形文 良 好

5 9 H-9 皿 深鉢 胴部 ���麟露21ji:ii藷 砂石粒を多， 石く英 含 ， む角セン山 形文 ナデ 良 好

6 0  H-9 E 深鉢 胸部 総信長範;涜5Y 営粒 セ ， ン 長 石石を ，少量英含.む山 形文ナデ 良 好

6 1 G-5 E 深鉢 胸部 mE養護ggi:il藷 費粒セ，
ン石長

石を多，
石く

英含 ，
む

山形文 ナデ 良 好

6 2 G-5 皿 深鉢 胴部 ��I欝Eiji:ii報 者粒セ，
ン 長 石石を，

少石量
英 含 ，

む

山形文 ナデ 良 好

63 H-9 E 深鉢 胴部 aili鶏EZ211藷 砂角粒セ，
ン 長 石石を，

少石量英
含 ，

む

楕円文 ナデ 良 好

6 4  G-5 E 深鉢 胴部
締解説;努m 砂 多 粒 く ，含長む 石 ， 石英 を山形文 ナデ 良 好

65 H-7 E 深鉢 胴都 ��震難色;涜OYR 砂角 粒セ，
ン 長 石石を，少

石量英含 ，
む

山形文 ナデ 良 好

6 6  1-1

-8 

皿 深鉢 胸部 総書難勧;;鳴R 者粒セ， ン 長 石石を，少 量英含 ， む山形文 ナデ 良 好

67 H-8 E 深鉢 胴部 mE鶴21y;;鳴R 砂 石粒 を，少長量 石含 ，む角セ ンILI形文 ナデ 良 好

6 8  H-5 皿 深鉢 目岡部 jilli芸能説:ii藷 宮粒セ ， ン 長 石石を， 多石く
英含 ， む

山形文 ナデ 良 好

6 9  G-5 E 深鉢 胸部 iij蟻躍27ji:ii藷 砂石粒を， 少 長 量石含 ， む角セン山形文 ナデ 良 好

7 0  1-1-7 E 深鉢 胸部 日調書程giji:ii藷 砂石粒を， 多 長 く石 含 ， む角 セン[IJ形文 ナデ 良 好

7 1  1-1-7 盟 深鉢 胴部 線務官;岱im 砂角粒 セ ，ン長
石石を， 少石量英含 ，

む

山形文 山
形文

良 好

7 2 H-5 E 深鉢 胴郁 鱗除勧;;務 砂角対セ. ，
ン 長

石石を，
多石く英

含 ，
む

山 形文ナデ 良 好

73 1-1

-5 

m 深鉢 胴部 持崩I褐

明 色赤

4 褐

/

色6 ，

51 /

0由

自 砂角粒セ ， ン 長
石石を， 多石く 英含 む， 

山
形文

ナデ 良 好

7 4  H-8 E 深鉢 胸部 iij躍霊能む;;鳴R 砂角粒セ， ン 長 石石を. 多 石く
英含 .む

山
形文

ナデ 良 好

75 H-9 皿 深鉢 胴底 部
部

腕難勧211藷 習量述石.石英 を 山 形文ナデ 良 好

76 H-9 皿 深鉢 胸部 jijE程27ji:;:諜 宮粒セ，
ン石長

石を，
多石く

英含 む， 

山 形文ナデ 良 好

77 H-6 E 深鉢 鋼部 iiiE霊能;y;;鳴R 砂 角粒 セ，ン長石石を多，石く 英含 ， む山形文 ナデ 良 好

7 8  1-1-8 皿 深鉢 E岡部 隣室護2Z211誌 党粒セ， ン石長
石を，少石 量英含 ， む

山形文 ナデ 良 好

司tnL
 



第田章 古池 さ ん遺 跡

第 8 表 遺物観察表

番号 グリッド 層位 器 積 部 俊 色 調 胎 土 調 整・文 様
焼 成

外器面 内器商

7 9 H-7 m 深鉢 胴部 総長EEiji:;:諮 砂
角粒セ ，

ン 長
石石を 多， 石く

英含 ，
む

山形文 ナデ 良 好

8 0  H-7 皿 深鉢 胴底 部
部~(ゆ向J日H 音 質 黄種椅 色色76

/
/ 43.i1 10 0YYRR 砂 角粒セ ， ン 長 石

石を ， 多 石く 英含， むIII形文 ナデ 良 好

81 H-6 m 深鉢 腕部
総費草署Eiji:ii認 砂角 粒セ ，ン 長 石石を 多，石く 英含 む山形文 ナデ 良 好

82 H-8 皿 深鉢 胴部 iij躍芸能5213藷 砂
角粒セ ，ン 長

石石を ， 多石く 英含， む

山形文 ナデ 良 好

83 H-5 皿 i架鉢 胴部 jiili諸島公認諾 砂角粒セ ，
ン 長 石石を 多，

石く英
含 ，

む

山形文 ナデ 良 好

8 4  H-9 H 深鉢 胴部 仰(防灰H
音

黄黄糧
褐 色 色7 5 /

/ 4 2 ， ，
1
1

00Y
Y

RR 砂角粒セ ，ン長 石石を 多石く 英含 む山形文 ナデ 良 好

8 5  H-7 皿 深鉢 胸部 総書皇縫;mom 砂角粒セ ， ン長 石石を ， 少石量 英

含 む 山形文 ナデ 良 好

8 6 H-8 E 深鉢 胴郁 ����謹震EZ213藷 砂角粒セ ，ン 長 石石を ，多石く 英含む 山形文 ナデ 良 好

8 7 G-5 一指 深鉢 口縁部 例(
向�

黒H
音

褐黄

積 色
3色/

61J.

4

1 0 ，

Y
1 0

RY
R 

砂 石粒を多 ， 石く 英含， む角セン沈線文 ナデ 良 好

8 8  H-6 皿 深鉢 口縁部 ( (再的)灰灰 褐貧 褐
色 5

色 /
5

I / ， 72 ， .5
1Y0 RY R 

砂角 粒セ ，ン 長 石石を，多石く英 含，む 刺突文 ナデ 良 好

89 F-9 一括 壷 胴部 総詰諜27ji:11藷 砂量粒含，む角セン石 を 少 山形文 ナデ 良 好

9 0  G-5 皿 深鉢 口縁部 iij鯖25ifib夜R 砂 石 粒 を ，多 長 く 石含， む角セン沈線文 沈
ナ線デ

文 良 好

91 H-7 H 深鉢 胴部 mH 音 欝26 / 3，m砂多 粒 く 含 ， 長 む石 ， 石英 をナデ ナデ 良 好灰 5 /
2 ，

10YR

92 G-5 皿 深鉢 胴部 腕能川7.5YR 砂 石粒 を ，多長 く 石含 ， む角セン格子目文 ナデ 良 好6 / 4 ， 7 .5 YR 
93 G-5 E 深鉢 仁1縁部 �外的明 H 育 種赤 褐色 色3/ 56 / ，

65Y， 5 RY R 砂角粒セ ，
ン長 石石を ，

少 石 量
英含 ，

む

ナデ ナデ 良 好

9 4  G-5 m 深鉢 胸部 iijii欝23211藷 砂角粒セ ，ン 長 石石を ， 少石量 英含，む格子日文 ナデ 良 好|

9 5  G-5 E 深鉢 目岡部
ajii霊能;ji:il藷 宮警シ言EA言b 縄文 ナデ 良 好

96 H-6 E i架鉢 胴部 ((め向)
日暗開権

色

色
56 /

/

4
4

，
，

77

. .

5
町四R 砂角粒セン石長 石を ，少 石量 英含 む

沈線文 ナデ 良 好

97 G-5 H 深鉢 胴部 aj撲豊島Zjy;;鳴R 砂角粒セ ，
ン 長 石石を ，

多石く
英含，

む

痕絡 条(?) 体圧ナデ 良 好

9 8  G-5 E 深鉢 目阿部 jijii芸能iji:諒 砂角 粒セ ，ン 長石石 を ， 多石く 英含 ， む沈線文 ナデ 良 好

99 H-lO H 深鉢 服部 外(lq))暗 H
音

黄質檀登

色色 6
7 /

/

33 ，
，

110

0

YY

RR 
砂角粒セ ，

ン石長
石を多 ，

石く英
含，

む

沈線文 ナデ 良 好

100 11-7 回 深鉢 胴 部 ((件内�
日暗音

黄質檀梅
色色 76 /

/ 4 4
， ，

1
10 0

Y Y
R R 

砂角 粒セ ，ン 長 石石を ，少石量 英含， む条痕文 条痕文 良 好
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第 9 表 石器計測表

第E章 古池 さ ん遺跡

番号 器 種 考

1 石 鍛 珪 岩

石 材

2 11 

3 ニ醐工島6碍

4 模形石器

5 ニ醐IあるE富
6 棚疲ある事Ht
7 世周波ある刺R
8 世間疲ある刻片
9 佐用疲ある刻片
10 住用策ある到片
11  控m疲ある調片
12 慣用療ある刻片
13 償問疲ある利首
14 石 錐

15 世間疲ある調片
16 石 核

17 二世加工品る石器
18 尖 頭 器

19 剥 片

20 スク レイ パー
21 石 錐

22 石 鍬

23 石 鍬

24 石 鍬

25 石

26 石

27 石

28 石

29 石

30 石

31 石

32 石

33 石

34 石

35 石

36 石

37 石

38 石

39 石

40 石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

岩

岩

石

石

岩

石

岩

岩

岩

石

岩

線

練

耀

耀

耀

耀

綴

耀

輝

路

線

灘

山

山

線

路

輝

山

山

脇

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

回帰

黒

黒

黒

黒

安

安

黒

黒

珪

黒

安

安

珪

鳳

珪

鍬 珪 岩

織 安 山 岩

鍛 黒耀石

鍛 黒輝石

鍛 珪 岩

鍛 巣耀石

鍛 黒耀石

鍛 黒耀石

鍛 黒輝石

鍛 黒輝石

鍛 黒輝石

鍛 黒輝石

鍬 黒輝石
鍬 黒輝石

鍬 黒輝石

鍬 黒輝石

計 測 値
幅 (mm ) 厚 さ ( mm )

グリッド
及 び

重 さ (g) 登録番号
1.7 H-9， 11 ， 148 

)
-
同一
3

5

m

s

nM

m

b

b

hM

b

b

nM

nM

m

D

5

nM

5

0

9

0

0

0

0

9

0

5

5

5

0

0

5

o

mw

mw

O

町

0

9

5

さ
一

ω

u

m

m

m

師

四

幻

m

mM

m

m

m

m

u

お

お

mM

m

mw

m

似

m

u

m

抱

鼠

u

n

m

は

鈍

ぬ

似

侃

伍

似

乱

似

江

長一
b

nJ

5

5

5

b

nM

D

D

AM

D

AM

AM

m

o

nM

β

nM

D

nM

5

0

5

5

9

9

0

0

9

mW

9

0

0

0

0

9
mw

mw
mw

0
 

M

M

U

mm

m

m

m

m

u

mω

mm

m

m

m

m

m

u

u

幻

初

日

幻

n

u

u

u

u

m

m

m

m

m

tu

m

m

孔

弘

民

江

施

(

((
(((
((((({

 

白J

nM

nM

nM

AM

AM

nM

nM

AM

AM

b

b

b

b

nM

5

0

9

0

0

0

0

0

0

5

0

5

0

0

0

0

0

5

5

0

5

0

5

0

5

4

3

6

7

6

3

3

8

8

6

4

5

0

8

3

3

1

6

9

1

5

4

4

a

4

a

a

4

4

a

a

&

a

a

a

a

a

4

a

7h
 

--A
--A唱-A
--A

3

3

A

3

D

1

5

8

3

2

A

2

8

3

1

8

8

D

4

9

9

0

4

7

5

4

5

4

1

2

7

7

5

3

3

6

9

2

1

 

nu

'A

a--

。&

'A

'A

qd

'A

。L

'A

qa

qd

'A

qG

昌弘

qt

'L

au

qι

唱L

qι

'L

nHm

nu町

内日町

内Hm

白日目白H

m

咽L

O仇

nH山

向日山

内弘

nHm

n机

白日目

白日目

白日山

'L

-EA
 

H-7， 1I ， 106 

H-5， 皿 ，235

H-5， m ， 56 

H-7， m， 96 

H-7， 田 ，179

H-5， m ，232 

H-6， m ， 48 

H-6， 町 ， 84

H-9， m，165 

H-6， 11 ，  45 

H-7， 11 ，120 

H-7， II ， 1 17 

H- 10， 1I ，206 

H-7， 11 ，  29 

H-7， m ， 34 

H-7， 11 ， 39 

F-6，一括

G-5， m ，268 

F-8，一括

F-lO，一括

F-9，一括

一括

F-8，一括

E-7，一括

排土一括

G-11，一括

F-5，一括

G-5，一括

F-9，一括

F-5，一括

G-9，一括

F-5，一括

F-5，一括

E-7，一括

G-7，一括

G-5，一括

G-5，一括

G-6，一括

F-9，一括

備

Qd
 
qd
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第10表 石器計測表

言1・ 測 値 グ リ ッ ド
番号 i!� 種 石 材 登及録び番 号

備 考
長 さ ( mm ) 幅 (mm ) 厚 さ ( mm ) 重 さ (g)

41 石 鍛 黒輝石 18.0 13.5 3.0 0.4 E-6，一括

42 石 鍛 黒耀石 (23.0) (11.0) 3.5 0.4 F-5，一指

43 石 鍬 安 山岩 (13.5) (16.5) 3.5 0.7 G-8，一括

44 石 鍛 サ ヌ カ イ ト 19.5 18.5 7.5 2.3 E-7，一括

45 石 鍬 珪 岩 21.0 19.0 9.0 2.4 F-5，-.括

46 石 鍬 黒耀石 18.0 19.5 5.5 1.5 F-9，一括

47 二位加工品る石器 珪 岩 32.0 19.0 8.5 4.5 G-9，一括

48 石 鍬 サ ヌ カ イ ト 16.0 17.0 4.0 1.0 G-9，一括

49 石 匙 サ ヌ カ イ ト 70.5 60.0 10.0 24.6 F-6，一括

50 府製石斧 砂 岩 (87.0) 52.0 32.5 212.0 F- 11，一括

51 磨製石斧 砂 岩 (26.0) 。2.5) (10.5) 7.9 F-6，一括

52 石 斧 砂 岩 (48.5) (41.5) (29.0) 74.5 F】5，一括

53 ナイ フ形石器 サ ヌ カ イ ト 47.0 21.5 6.0 6.0 F-5，一指

54 ナイ フ形石器 サ ヌ カ イ ト 33.5 21.5 6.0 3 .1  F-5，一括

55 ナイ フ形石器 サ ヌ カ イ ト (29.5) 17.5 5.5 2.5 F-6，一括

56 台形機石器 サ ヌ カ イ ト 19.5 20.0 6.5 1.5 G-5，一括

57 台形機石器 サ ヌ カ イ ト 31.0 。4.5) 4.5 4.4 F-9，一指

58 二院加工ある石器 サ ヌ カ イ ト (45.5) 26.0 11.0 14.2 G-9， 括

59 三稜尖頭器 サ ヌ カ イ ト 74.5 33.5 32.5 44.8 G-5，一括

60 三稜尖頭器 サ ヌ カ イ ト (35.5) 32.0 24.0 25.8 F-9， 一括

61 細 刃 器 黒耀石 15.0 8.0 2.0 0.2 F-9，一括

62 納 刃 器 黒耀石 ( 8.0) 10.0 1.5 0.1 一括

( 2 ) 石器

古池 さ ん遺跡で は 、 49点 の石器が 出 土 し た 。 層位

別で は 、 第 E 層 か ら 20点 、 第 田 層 か ら 29点で あ る 。

石材 別で は 、 黒耀石が圧倒的 に 多 く 44点 で 、 安山

岩 、 サ ヌ カ イ ト が各 2 点、 珪岩が l 点で あ り 、 石材

選択 に偏 り がみ ら れ る 。 器種 別で は 、 石鍛 2 点 、 石

錐 l 点 、 模形石器 3 点、 二次加工 あ る 石器 6 点 、 使

用 痕あ る 剥 片 9 点 、 剥 片 ・ 砕片25点 、 石核 3 点であ

る 。

し か し 、 今回 は遺跡 の縁辺部 の調査で あ り 、 こ の

在 り 方が遺跡 の全容 を表 し て い る と は言 え な い 。 ま

た 、 遺跡 の中 心部 は 、 調査区 の北東 か ら 湧 水地 (古

池 さ ん ) の南側 に あ る 平坦地 に 位置す る も のと 考 え

ら れ る 。 こ のう ち 調査区 の北東部 に つ い て は 、 すで

に 畑地造成等 に よ っ て 破壊 さ れて い る 。 調査区内 に

お い て も 、 厚い客土 に よ っ て谷部 は埋め ら れて い る 。

こ の客土 の中 に 、 多量 の遺物が混入 さ れて い る 。 旧

地形 の復元 のた め 、 谷部 に 向 か つ て 一部掘 り 下 げ を

行い遺物 を採集 し た 。 こ れ ら の資料 も 、 黒耀石製 の

石器類が多 く み ら れ る こ と か ら 、 当 該遺跡に お い て

は高 い比率で黒耀石が選択 さ れ、 利 用 さ れて い た と

考 え ら れ る 。 こ の他、 客土 の中 か ら 先土器時 代の

遺物 も 採集 さ れて い る ( 第26図5 3- 62) 。

器種は 、 ナ イ フ 形石器 3 点 、 台形様石器 2 点 、 三

稜尖頭器 2 点、 二次加工あ る 石器 l 点 、 細刃 器 2 点

で あ る 。 石材 は 、 細刃器 を除 い て す べ て サ ヌ カ イ ト

製で あ る 。 こ れ ら の資料 の存在 は 、 当該遺跡が先土

器時 代か ら 生活 の場 と し て利 用 さ れて い た こ と を示

し て い る 。

nu
 
a4

 



第4節 まとめ

今 回 調査 を 行 な っ た古池 さ ん遺跡 は 、 湧水地 (古

池 さ ん ) の 南 西 に 位置す る 小平坦地 に営 ま れ た遺跡、

で あ る 。 南 側 に は 、 俵 山 か ら 連 な る 山塊が迫 る 北か

ら 西 に 向 け て 開 け た 地形 で あ る 。 従来 こ の地 は 、 押

型文土器、 撚糸 文土器、 曽 畑式土器、 轟式土器等の

土器や 、 多 く の 石器類が採集 さ れ る こ と で知 ら れて

い た 。

し か し 、 遺跡の 中 心部 の う ち 北側 に つ い て は 、 す

で に畑地造成等 に よ り 破壊 さ れて い る た め 、 遺跡の

全容 に つ い て は 不 明 で あ る 。

今 回 の調査区 は遺跡の縁辺部 に位置 し て い る 。 調

査区 内 の地形 は 、 畑地造成等が行 な わ れた た め 旧 地

形 と は大 き く 異 な っ て い る が、 一部で 旧 地表面 ま で

客土 を 取 り 除 き 旧 地形の復元 を 試み た 。 そ の結果、

調査区西側 か ら 深 く 谷部が湾 入 し 、 頂部 は F - 7 区

ま で達 し て い る 。

遺物 が検 出 さ れた の は 、 こ の谷部 に 沿 っ て わ ずか

に 残 っ た 平坦面か ら で 、 全部で 266点 出 土 し た 。 そ

の 内 訳 は 、 土器 2 17点 、 石器49点 で あ る 。 出土層位

は 、 第 1I � 皿 層 で あ り 、 そ の 大半 は 第 E 層 か ら 出 土

し て い る 。 分布 の在 り 方 は 、 前述 し た よ う に谷部 に

沿 っ た 狭 い平坦面 の ほ ぼ全域 に み ら れ る 。 第 田 層 か

ら 出 土 し た 押型文土器 は 、 大 き く 3 ケ 所 の 集 中 部が

認め ら れ る ( 第 18 図 ) 。 こ の 傾 向 は 、 第 H 、 田 層 の

石器の 分布 に も 認 め ら れ る ( 第 19 図 、 第20図 ) 。 し

か し 、 押型文土器の接合関係 は 、 少 な く l 例確認 さ

れ た に す ぎ な い 。 検 出 さ れ た押型文土器 を 文様別 に

み る と 、 楕円文67点 、 山 形文76点、 格子 目 文 8点で、

楕 円 文 と 山形文で全体の94. 7 % を 占 め る 。 ま た部位

別 で は 、 口縁部19. 9% 、 胴部78. 1 % 、 胴部 ~ 底部 5.

3 % で 胴 部 の 資 料 が大 半 を 占 め て い る 。 器形 は 各部

位の特徴の 共通性か ら 、 口縁部が直 口 す る かやや外

反 し 胴 部 は小 さ く 膨 ら み 窄 ま り な が ら 底部 に至 る 。

底部 は 、 出 土 し た 資料すべ て 平底であ る 。 こ れ ら の

資 料 は 、 口縁部の観察 か ら 内器面 に 原体条痕 と 外器

面 と 同種の文様 を 施文す る も の と 、 内器面は ナ デ調

整 を 施 し 無文 の ま ま 残置す る も の と があ る 。 数量的

に は 、 前者の資料が圧倒 的 に 多 い 。 施文 さ れ る 原体

4 1 -
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条痕 は、 比較的短 く 1 - 2 cm の も の が圧倒 的 に多い。

原体条痕が、 4 cm を 測 り 長大 に な る も の は 第1 2図 18

の格子 目 文施文の土器の み で あ る 。 こ れ ら の特徴か

ら 、 編年 的位置付 け を 行 な う 。 縄文時代早期 の押型

文土器 に つ い て は 、 菊池郡旭志村無田 原 遺跡の報告

で編年が試み ら れ、 熊本県 を 含 む 中 九州西部で は 、

稲荷山式→早水台式→下管生 B 式→沈 目 式→石清水

式 と な る 変遷観が示 さ れ て い る ( 木 崎 1995) 。 古池

さ ん遺跡で検出 さ れた土器では、 内器面が原体条痕、

押型文横位施文がそ れぞれ単独で施文 さ れて い る 資

料 は み ら れ な い。 こ の こ と か ら 当 該遺跡で は 、 沈 目

式土器は検出 さ れ て い な い こ と に な る 。 口縁部の形

態か ら 、 早水台式、 下管生 B 式、 田 村式 に 該 当 す る

こ と が予想 さ れ る 。 こ の様相 は 、 大津町瀬田 裏遺跡

(緒方1992) 、 問 中 後迫遺跡 (松村 ・ 勢田 ・ 瀬丸1978)

と 類似 し て い る 。 ま た 、 当 該遺跡で採集 さ れた 注 口

土器 は 、 胴部屈 曲部の破片で注 目 部 を も っ ( 第 16図

的) 。 類似 し た 資料が瀬 田 裏遺跡か ら も 多量 に 検 出

さ れて い る 。 こ の こ と か ら 、 瀬 田裏遺跡 と 同 時期 に

営 ま れた遺跡で あ る こ と が理解で き る 。

第 E 層 か ら 検出 さ れ た 土器 は 、 数量的 に は少 な い

が縄文時代前期 ~ 晩期 に 属 す る 資料がみ ら れ、 従来

認識 さ れ て い た 時期幅 よ り 存続期 間 は 長 い 。

※ 参考文献

坂 田 義慶 1993 W西原 の文化財 を 語 る 』

緒方 勉 1992 W瀬田 裏遺跡調査報告j II 

大津町教育委員 会瀬 田裏遺跡調査団

松村道博 ・ 勢田広行 ・ 瀬丸敬二

1978 r 中 後迫遺跡調査報告書J

中 後迫遺跡調査団

木崎康弘 1995 r無田原遺跡J 熊本県教育委員 会
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第W章 古池さん北遺跡 \ 

第1節 調査の方法と経過

当 該地 点 で の熊本高森線改 良工事 は 、 現道の北側

に 新設 さ れ る 計画 で あ る 。 こ の工事 に よ り 、 現道西

側 の小平坦地 に 立地す る 古池 さ ん北遺跡の北側縁辺

部がか か る こ と に な る 。 試掘調査の結果、 後期 の土

器片 や 石鎌 、 剥 片 類 が検 出 さ れ た 。 こ の た め 、 約

600m2 の発掘調査 を 実施 し た 。

ま た 、 古池 さ ん遺跡 と は 、 西側 の谷 を 隔 て て対峠

し て い る 。 湧 水 地 ( 古池 さ ん ) か ら の 距離 は 、 約

150m で あ る 。

調査区が狭い た め 、 任意 に 5 X 5 m の グ リ ッ ド を

設定 し た 。

こ の よ う に し て 設定 し た グ リ ッ ド軸 を 、 西か ら 東

へA - F 、 北 か ら 南へ 1 - 2 と し て調査 を 実施 し た。

調査の手順 と 方 法 は 、 以下 の と お り で あ る 。

\ 
調査 は 、 遺構 と 遺物 の検出 を 中心 に 実施 し た 。

遺構 は 、 平面形の確認 を 行 な っ た 後 に 、 土層 観察

の た め土手 を 残 し 掘 り 下 げ た 。 そ の観察後、 土手 を

取 り 除い て全体像 を 確認す る 。 そ の 聞 に作成 さ れ る

資料 に は 、 1/10、 1/20 に 縮尺 し て作 る 平面図 、 土層

断面図 、 断面図 な どがあ る 。

遺物の検出 は 、 上記 し た 遺構調査の完 了 後 に 実施

し た 。 検出遺物 は 、 グ リ ッ ド別 、 基本土層 別 、 遺物

の種類別 に 、 台帳 を 作 り 遺物番号 を 付 し た 。 こ の 台

帳 に記載す る 事項 に は 、 土器型式、 文様、 石器器種、

石材 な どがあ る 。

こ う し た発掘作業の ほ か に 、 関連調査 と し て 周 辺

に分布す る 遺跡の所在確認調査 を 行 な っ た。 そ の 成

果 は 、 第 I 章第 3 節歴史的環境の 項 に 示 し て い る 。

調査の経過 に つ い て は 、 第 1 1表 の と お り で あ る 。

第1 1 表 調査工程表

月 2 3 

表土除去作業一
調 滑掃作業一
査

杭打ち 1 号集石遺稿調査
2 号集石遺構調査一

E 層の掘 り 下 げ
住居祉の調査

内 一
皿 層の掘 り 下 げ

H守�・ W層の掘 り 下 げ

切株り
F A 集 D 

居牡住
25 

E 

品書備 の C F 
の 区

検を出除
去

の
細 了
り

の 下げ 下
げ考 除去

qJ
 
an-
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第2節 層位と包含層

今回調査 を 実施 し た 箇所 は 、 現況で は 山 林 と な っ

て い た地点 で 、 調査前 に 伐採が行 な わ れ搬出 さ れ て

い た 。 そ の 際 、 搬 出 の た め 大型の車両が進入 し 、 地

表面 に 大 き な 凹 凸 がみ ら れた 。 そ の た め 、 一部 では

第 E 層 が露 出 し て い る 部分 も み ら れ た 。

遺跡の 範 囲 は 、 現道西側 か ら 調査区 ま での小平坦

地 で あ り 、 大半 は現道 と 新道 に 挟 ま れ て 残 る こ と に

な る 。 古池 さ ん北遺跡で は 、 黄褐色粘質土層 を 第 V

層 と し て 、 5 枚 の 土層 が確認 さ れ た 。

以 下 、 各層 ご と に 説明 を 行 な う 。

第 I 層 表土層 (耕作土)

第 E 層 暗黄褐色土層

ア カ ホ ヤ 火 山 灰 を 含 む土層 で あ る 。 粒子 は 細 か く

サ ラ サ ラ で し ま り が な い 。 層 厚 は 、 約20 � 40cm で あ

I 

1 m 

0.5 

町

v 

。

第 28図 基本 土層図

第 W 章 古池 さ ん北遺跡

る 。 皿 層 と 比べ て 色調 的 に は や や 暗い 。 縄文時代後

~ 晩期 と 弥生時代後期 の 包含層 で あ る 。

第 皿 層 黄褐色土層

ア カ ホ ヤ 火山灰で あ る 。 粒子 は 細 か く E 層 に 比べ

て やや粘性 を お びる 。 層 厚 は 、 30 � 40cm で、 あ る 。 遺

物 は 、 検出 さ れ な か っ た 。

第 W層 暗褐色土層

こ の層 は 、 粒子は細 か く や や粘性 を お び、 し ま り

の あ る 土質で あ る 。 層 厚 は 、 約30 � 45cm で あ る 。

縄文時代早期 の 包含層 で あ る 。

第 V 層 黄褐色粘質土層

ソ フ ト ロ ー ム に相 当 す る 土層 で あ る 。 小平坦地の

縁辺部 に あ た る た め か 、 層 上部 に 大小 の 礁 を 含 ん で

い る 。 わずか に掘 り 下 げ を 行 な っ た が 、 遺物 は検出

さ れ な か っ た 。

古池 さ ん北遺跡の基本土層 は 、 以上 の と お り で あ

る 。

ま た 、 こ の 基本土層 を 今回調査 を 行 な っ た打砕遺

跡、 古池 さ ん遺跡 と 比較す る と 、 打砕遺跡、で ア カ ホ

ヤ 火山灰層 と 表土 の 聞 に堆積 し て い る 黒褐色土 、 暗

褐色土が、 古池 さ ん遺跡、 古池 さ ん北遺跡で は 、 認

め ら れ な い。 こ の こ と は 、 遺跡の立地す る 平坦地が

狭 く 、 南東側 に 俵山 か ら 連 な る 山塊が迫 る 地形 的 な

特徴の た め で あ る と 予想 さ れ る 。

そ の た め 、 打砕遺跡 と 比べ古池 さ ん遺跡や古池 さ

ん北遺跡で は 、 全体的 に 土層 の堆積が薄 い 。

さ ら に 、 古池 さ ん北遺跡 は 、 古池 さ ん 遺跡 よ り 土

層 の堆積が薄 い 。 こ の こ と は 、 立地す る 平坦面が よ

り 狭 く 、 山塊 と 谷 に 固 ま れた地形 に よ る と 思わ れ る 。

ま た 、 古池 さ ん北遺跡 は 、 湧 水地 (古池 さ ん ) か

ら 北 に約 150m と 近接 し た位置 に あ る 。

FHU
 
・4
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第3節 調査の成果

1. 遺構について

2 

、守
F 

E 

D 

c 

B 

A 

第 29図 遺構分布図

古池 さ ん北遺跡で は 、 集石遺構 2 基 と 住居祉

l 基が検出 さ れた 。 そ の分布 は 、 集石遺構が、

調査区の南西部で比較的近接 し て検出 さ れて い

る 。

こ れ ら の遺構 は 、 第 W層 中 か ら 検出 さ れて い る

こ と か ら 縄文時代早期 に 属 す る も の と 考 え ら れ

る 。

住居祉 は 、 D 、 E - 2 区 で検出 さ れ、 遺構の

大半 は調査区南側 の遺跡中心部が存在す る 調査

区外に残 る 。 遺構は 、 第 E 層 か ら 掘 り 込 ま れ 、

覆土か ら 磨消縄文施文の 胴部破片が検 出 さ れて

い る こ と か ら 、 縄文時代後期 に 属 す る 可能性が

高 い 。

以下、 検出 さ れた 遺構 ご と に 説明 を 行 な う 。

1 号集石遺構 (第3 0 図)

1 号集石遺構 は 、 B - l 、 2 区 の爾西隅 に 位

置 し て い る 。 遺構 は 、 確認段階で は 10 - 15cm の

破砕離が、 短軸 1 0 5m 、 長軸 2m-の範 囲 に 集 中

し て 検出 さ れ た 。 こ れ ら の離 は 、 火 を 受 け て 赤

化 し て い る も の も 認め ら れ た 。

ま た 、 こ の 礁 を 取 り 除 く と 下部 に30cm前後の

大型の扇平礁29個が検出 さ れた。 こ れ ら の離 は 、

上層 で検出 さ れ た 小型 の 磯 に 比べ、 強 く 火 を 受

け た と 思 わ れ ひ び割 れがあ り 、 取 り 上 げの段階

で ボ ロ ボ ロ と 割 れ る 状態 で あ っ た 。

土坑は、 不整の 円形で直径 2. 1 m で、 深 さ は

礁の上面か ら 測 っ て 40cm で あ る 。

覆土 は 、 黒褐色 で焼土 を 含み上部 よ り 下部で

多 く な る 。

2 号集石遺構 (第31 図)

2 号集石遺構 は 、 A - 2 区 の調査区南 隅 で検

出 さ れた 。 遺構の 1/2 は 、 調査区外 に 残 る 。

構成離 は 、 10-20cm の破砕喋や扇平礁であ る 。

土坑の掘 り 込み は 、 確認 さ れ な か っ た 。

1 号住居祉 (第31 図)

l 号住居祉 は 、 D 、 E - 2 区 で検出 さ れ た 。
2 号集石 検出 さ れた遺構は、 住居祉の北西部の一部分で、

- 46-

全容 は不明で あ る 。 覆土 中 か ら 検出 さ れ た 土器

片か ら 縄文時代後期 に 属 す る と 考 え ら れ る 。
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2. 遺物について

(1 ) 土器

古池 さ ん北遺跡で は 、 全部で 172点の土器が出土

し た 。 出 土層 位別 で は 、 第 E 層 102点、 第 N 層 70点

で あ る 。 こ れ ら の う ち 、 第 E 層 か ら 出土 し た土器は、

時期幅が長 く 曽 畑式土器、 阿高式系土器、 三万 田式

土器等の縄文時代 に 属 す る 土器 や 、 刷毛 目 、 へ ラ 磨

き 等 の 調 整痕 の み ら れ る 土師器があ る 。

⑦ E 層土器

2 

F 

E 

D 

( 
@ 
@ 

@ 
B I ゅ 一一之吐~ 可午ニTてご ⑮ ⑮ 

@ 
@ 

@ 
A I \場} 1 ・ γ " I 

@ 

@ 喧タ
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ま た 、 第 W 層 か ら は 、 押 型 文 土 器 、 中 原 西原 式

( 円 筒形条痕文) 土器等が出 土 し て い る 。 こ れ ら の

分布で は 、 第 E 層 が調査区南西部の A 、 B 区 に 集 中

す る 傾向がみ ら れ、 第 W層 は調査区 の ほ ぼ全域か ら

出土す る がA - 2 区 、 E - 2 区 に 集 中 部 がみ ら れ る

( 第32図 ) 。

② N 層土器
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第32図 遺物分布図
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第1 2表 遺物観察表

調 整 ・ 文 様 焼 成番号 グリッド 周イ立 穂 積 部 位 色 調 胎 士.
外器商 内務開

1 E - 2  W 深鉢 口縁部 (件) 0音質権色6/4， lOYR 砂粒， 角 セ ン石 を 多 1 11形文 ナ デ 良 好
~胴部 (内) 8脅黄梅色7/3， lOYR く 含 む

2 E - 2 N 深鉢 口縁部 。) D音檀色6/4， 7.5YR 砂粒， 角 セ ン石 を 少 山形文 ナデ 良 好

(内) 暗 貨積色7/4， 10YR 量合む

3 E - 2  N 深鉢 胴部 (件)繍色6/6， 7.5YR 1 mm以下の砂粒 を 多 山形文 ナデ 良 好

(向)灰褐色6/2， 7.5YR く 含む

4 A - 2 H 深鉢 胴部 (件)権色6/8， 7.5YR 1�4mm程度 の石英粒 山形文 ナデ 良 好
(内)栂色6/6， 7.5YR を 多 く 含む

5 B - 2  W 深鉢 胴部 (件)椴色6/6， 5YR 1 mm以下の砂粒， 角 山形文 ナデ 良 好

(内) 8音縄色6/3， 7.5YR セ ン石 を 多 く 含 む

6 E - 2  W 深鉢 胴 部 。) 暗権色6/4， 7.5YR 1 mm以下の砂粒 ， 角 1 '-1形文 ナデ 良 好

(伽音質積色6/3， lOYR セ ン石 を 多 く 含 む

7 A - 2 W 深鉢 胴部 (外)続色7/6， 7.町R 1 mm以下の砂粒， 角 山形文 ナデ 良 好

(内) 暗号電権色7/4， 10YR セ ン石 を 多 く 含 む

8 E - 2  W 深鉢 胴部 (外) 時黄権色6/3， 10YR 1 mm 以 下の砂粒 ， 角 山形文 ナデ 良 好

(内) 時 期青色6/4， lOYR セ ン石 を 多 く 含 む

9 A - 2 図号集石 深鉢 胴 部 (井) 8由貿檀色6/3， 10YR 1�2mmの砂粒， 長石 ， 1 11形文 ナデ 良 好

(防 H由 貿格色6/3， 10YR 角 セ ン石 を 多 く 含 む

10 E - 2  W 深鉢 日間部 (外)概色6/6， 5YR 1 mm以下の砂粒， 角 山形文 ナデ 良 好

(向) n青 黄栂色6/4， 10YR セ ン石 を 多 く 合 む

11  B - 2 W 深鉢 胴郁 (時) n青梅色7/4， 7.5YR 1 mm以下の砂粒 ， 角 山形文 ナ デ 良 好

(向) 日開色6/4， 7.5YR セ ン石 を 多 く 含 む

12 A - 2 W 深鉢 目岡部 (丹) 明赤褐色5/8， 5YR 1�3mmの砂粒 ， 長石 楠 円 文 ナ デ 良 好

(内)褐灰色4/1， 7.5YR を 多 く 含 む

13 A - 2 2号集石 深鉢 胴部 (外)灰褐色4/2， 7.5YR 1 mm以下の砂粒， 角 条線文 ナ デ 良 好

(内)褐灰色411， 7.5YR セ ン石 を 含 む ナ デ

1 4  1) - 1  N 深鉢 目岡部 。) H青符色6/4， 7.5YR 細 かい砂粒 ， 角 セ ン 撚糸文 ナデ 良 好
(内) H音褐色5/4， 7.5YR 石 を 少量含む 沈線文

15 E - 2  W 深鉢 目岡部 (め 赤褐色4/6， 5YR 砂粒， 石英， 角 セ ン 縄文 ナデ 良 好

(内) n青赤褐色3/3， 5YR 石 を 多 く 含 む

16 B - 2 H 深鉢 胴 部 (昇) 赤褐色4/6， 5YR 砂粒， 石英， 角 セ ン ナ デ ナ デ 良 好

(内) 附赤褐色4/3， 5YR 石 を 多 く 含 む

17 C - 2 W 深鉢 口縁部 。)褐色4/3， 7.5YR 砂粒， 長石 ， 角 セ ン 沈線文 条痕文 良 好

(内) 階褐色5/4， 7.5YR 石 を 少最含む

18 A - 2 H 深鉢 胴 部 (外) 0青梅色6/4， 7.5YR 砂粉， 長石 ， 石 英 を 縄文 ナデ 良 好

(自) 明赤褐色5/6， 5YR 多 く 含 む

19 E - 2 W 深鉢 胴郁 (井) 0音質権色6/4， 10YR 砂粒， 長石 ， 石 英 を 縄 文 ナ デ 良 好

(向) H音栂色7/4， 7.5YR 多 く 含 む

20 C - 2  W 深鉢 H岡部 。) n島赤褐色5/4， 5YR 砂粒， 長石 ， 石英， 条線文 条痕文 良 好
(内)褐灰色4/1. 5YR 角 セ ン石 を 含 む
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第1 3表 遺物観察表

番 号 グリッ ド 層 位 探 種 部 位 色 調 胎 土
調 整 ・ 文 様

焼 成
外器商 内器商

21 B - 2 H 深鉢 胴部 ゆ) 暗 貸概色6/3， lOYR 1-2mmの砂粒， 長石 ， 沈線文 ナ デ 良 好
(向} 日脅黄織色6/3， 10YR 石英， 雲母 を 含む

22 B - 2  E 深鉢 胴都 ゆ) 明褐色5/6， 7.5YR 砂粒， 角 セ ン石 を 多 沈線文 ナデ 良 好
(自) 赤褐色4/6， 町R く 含 む

23 D - 2 1号住居 深鉢 口縁部 。)褐灰色5/1， 7.5YR 微細 な 砂粒 を 含 む 鷹消縄文 ナデ 良 好
E - 2 陣 (内) 暗黄褐色5/3， 10YR

2准 B - 2  E 深鉢 胸部 側)栂色6/6， 7.町R 砂粒，長石，石英，角 刺突文 ナデ 良 好
(内) 暗褐色5/4， 7.5YR セ ン石 を 多 く 含む

25 A - 2  H 深鉢 口縁部 。}褐色4/6， 7.町R 1-2mmの砂粒， 長石， 沈線文 ナデ 良 好
(内)縄色4/6， 7.5YR 石英， 雲母 を 含む ナ デ

26 B-2 E 深鉢 胴部 。) 暗寅栂色7/4， 10YR 砂粒， 長石， 角 セ ン 条痕文 ナデ 良 好
(向) 灰貨褐色6/2， lOYR 石 を 含 む

27 A - 2 W 深鉢 胸部 (外)黒色2/1， lOYR 1 mm以下の砂粒 を 合 沈線文 ナデ 良 好
(的 暗 黄褐色5/3， lOYR む ナデ

28 A - 2  ー括 深鉢 口縁部 。)灰 黄褐色5/2， 10YR 1 mm以下の砂粒 を 合 磨消縄文 ナデ 良 好
(向) 褐灰色4/1， lOYR む

29 A - 2 E 深鉢 胴都 併)灰褐色6/2， 7.町R 微細な石英， 角 セ ン ナデ ナデ 良 好
(内)褐灰色4/1， 7.町R 石 を 多 く 含 む

30 A - 2 E 深鉢 胸部 (品) 暗 貨褐色5/3， IOYR 砂粒， 長石 ， 石 英 を 沈線文 ナデ 良 好
(向)灰黄褐色4/2， 10YR 合む

31 E - 2  W 深鉢 口縁部 。) r膚栂色6/4， 7.5YR 砂粒， 角 セ ン石 を 多 ナ デ ナ デ 良 好
(的 褐色4/3， 7.5YR く 含 む

32 D - 2 1 号住居 深鉢 腕部 �持
5
)
/
晴
6，

褐
7.

色
町

5
R
/4， 7.町R 微細 な 砂粒， 角 セ ン 廃消縄文 ナデ 良 好

E - 2 祉 (防 明褐 石 を 含 む

33 A - 2 H 深鉢 胴郁 (件)黒褐色3/1， 10YR 砂粒， 石英， 角 セ ン 沈線文 ナデ 良 好
(め 灰 黄褐色4/2， 10YR 石 を 含 む

34 A - 2  H 深鉢 胴部 。)檀色6/6， 7.5YR 微細 な 砂粒 を 含 む ナ デ ナ デ 良 好
(向) 晴縄色5/4， 7.5YR

35 B - 2  H 深鉢 胴郁 (件) 暗赤褐色4/4， 町R 砂粒， 長石 ， 角 セ ン 洗線文 ナデ 良 好
(防 赤褐色4/6， 5YR 石 を 含む

36 B - 2  E 胴部 。)檀色6/6， 7.5YR 砂粒， 角 セ ン石 を 合 粗い刷毛 ヘ ラ 削 り 良 好
(的 暗黄褐色5/3， 10YR む 目

37 B - 2  E 深鉢 胴部 (外) 暗褐色5/4， 7.5YR 砂粒， 角 セ ン石 を 含 条痕文 条痕文 良 好
(伽閥色5/3， 7.5YR む

38 B - 2 E 深鉢 胸 部 。)褐灰色4/1， 7.5YR 砂粒， 角 セ ン石 を 合 ナ デ ナ デ 良 好
(内) 黒褐色3/1， 7.5YR む

39 E - 2 W 深鉢 胴郁 (件)栂色6/6， 7.5YR 砂粒， 角 セ ン石 を 含 ナ デ ナ デ 良 好
(的褐色4/3， 7.町R む

40 A - 2 W 深鉢 胸部 。) 0音質栂色6/4， 10YR 砂粒， 長右 を 多 く 合 ナ デ ナ デ 良 好
(自) 暗黄椴色6/4， lOYR む
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第 W 章 古池 さ ん北遺跡

第1 4表 遺物観察表

調 整 ・ 文 様
焼 成番号 グリッド 層位 器 種 部 位 色 調 日台 土

外著書面 内器面

41 A - 2 E 胸部 (件) 11削登色6/4， 7.5YR 砂粒， 長石， 石英， ナデ ナデ 良 好
(内)褐灰色5/1， 7.5YR 角 セ ン石 を 含む

42 A - 2 H 胴部 。)績色7/6， 7.5YR 砂粒， 長石 ， 角 セ ン ナデ ナデ 良 好
(向') 8剤費色6/4， 7.5YR 石 を 含 む

43 B - 2  H 胴部~ (持) 明赤褐色5/8， 5YR 砂粒， 角 セ ン石 を 含 ナ デ ナ デ 良 好
底部 (内) 暗 赤褐色4/3， 5YR む

44 A - 2 H 鉢 口縁部 。) n音質褐色5/3， 10YR 微細な砂粒 を 多 く 合 ヘ ラ 磨 き ナデ 良 好~胴部 (内) 11音質権色7/4， 10YR む

45 8 - 2  E 胴部 (件)栂色6/6， 7.5YR 微細 な 砂粒， 長石 ， ナデ 刷毛目 良 好
(内1) 11針登色7/4， 7.5YR 石英 を 多 く 含 む

46 B - 2 鉢 口縁部 (件) Di荷黄橋色6/4， 10YR 砂粒 ， 角 セ ン石 を 多 ヘ ラ 磨 き ヘ ラ 磨 き 良 好~胴部 (向) 灰黄褐色5/2， 10YR く 含 む

47 D - I H 胴部 。)糧色6/6， 7.5YR 砂粒， 長石 ， 石 英 を 刷毛目 刷毛目 良 好
(内}槍色6/6， 7.5YR 合 む

48 B - 2  E 胴部 。)褐灰色4/1， 7.5YR 砂粒 ， 石英， 角 セ ン 沈線文 ナデ 良 好
(向) 11青梅色6/4， 7.5YR 石 を 多 く 含 む 赤色顔料

49 A - 2 E 日縁部 (件)織色6/6， 7.5YR 微細な砂粒， 長石 ， ヘ ラ 磨き ヘ ラ 磨き 良 好
(向) 明赤褐色5/6， 5四 角 セ ン石 を 含む 赤色顔料

50 8 - 2 W 胴部 (件) 11音質褐色6/4， 10YR 砂粒， 角 セ ン有 を 合 ナ デ ナデ 良 好
(向) 暗褐色5/3， 7.5YR む

51 D - 2 E 胴 部 (再)椅色6/6， 7.5YR 砂粒， 長石， 石英， ナデ ナ デ 良 好
(向)灰褐色5/2， 7.5YR 角 セ ン石 を 多 く 含 む

52 A - 2 H 胴部 (時) 晴褐色5/4， 7.5YR 砂粒， 長石 ， 石 英， 刷毛 目 刷 毛 日 良 好
(内)灰褐色4/2， 7.5YR 角 セ ン石 を 多 く 含 む

53 D - l  H 胴部 (外) 11自 赤褐色5/4， 5YR 砂粒 ， 長石 ， 石英 を 刷毛目 刷毛 田
(内) 赤褐色4/6， 5YR 多 く 含 む

54 B - 2  E 胴部 ゆ) 11音燈色6/4， 7.5YR 砂粒， 長石， 石英， ナデ ナ デ 良 好
(内) 黒淘色3/1， 7.5YR 角 セ ン石 を 多 く 含む

55 ß - 2 U 附l 。) 8音 質績色6/4， 10YR 砂粒， 長石 ， 角 セ ン 刷毛悶 へ ラ 削 り 良 好
(向)燈色6/6， 7.5YR 石 を 少量含む

56 8 - 1 H 胴部 (件) 暗褐色5/4， 7.5YR 砂粒， 石英， 角 セ ン ナ デ 刷毛 目 良 好
(内) 明褐色5/6， 7.5YR 石 を 多 く 含 む

57 A - 2 E 口緑喜ß (件)燈色6/6， 7.5YR 砂粒， 角 セ ン石 を 多 ナデ ナデ 良 好
�1I同部 (内)褐灰色4/1， 7.5YR く 含む

58 8 - 1 H 胴部 (持) 11青褐色6/3， 7.5YR 砂地Íl.， 石英， 角 セ ン 組い刷毛 ナデ 良 好
(向) 精燈色6/4， 7.5YR 石 を 多 く 含む 日

59 。 - 2 W JJ阿部 (件)権色6/6， 7.5YR 砂純， 長石 ， 石英 を 刷 毛 目 刷毛 目 良 好
E - 2  (内}灰縄色4/2， 7.5YR 多 く 合 む
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( 2) 石器

古池 さ ん北遺跡 で は 、 全部で83点 が 出 土 し た 。 出

土層 位別 で は 、 第 E 層 38点 、 第 W 層 45点で あ る 。 さ

ら に 、 出 土 し た 石器 の 器種別 の 内 訳 は 、 第 E 層 で石

鎌 l点 、 ス ク レ イ パ ー l 点 、 模形石器 3点 、 石皿 5

点、 二次加工の あ る 石器 3点、 原 石 l 点 、 剥 片23点

で あ る 。 石材別 で は 、 黒耀石10点 、 珪岩 4点、 安山

岩 4点 、 サ ヌ カ イ ト 12点 、 頁岩 2点 、 そ の他 6点で

⑦ E 層石器

2 

F 

E 

D 

C 

B 6\\〈三.

A 

あ る 。

第 W 層 では、 石鎌 2点、 石錐 l点、 扶入石器 L点、

模形石器 4点、 石皿 2点、 磨石 2点、 二次加工 あ る

石器 2点、 使用 痕 あ る 剥 片 2点、 石核 l 点 、 剥 片27

点であ る 。 石材別 で は 、 黒耀石 17点 、 珪岩 7点 、 安

山岩 3点 、 サ ヌ カ イ ト 12点 、 頁岩 2点 、 そ の 他 4点

であ る 。

- 黒 耀 石
‘ 珪 岩
- サ ヌ カ イ 卜
ロ 安 山 岩 A
* 凝 灰 岩
・ そ の イ也
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第 1 5表 石器計測表

番号 様 種 石 材
計 測 値 グ リ ぴッド

備 考
長 さ (mm ) 幅 (IDIII ) 厚 さ (冊m ) 重 さ (g) 登及録番 号

1 石 鍛 サ ヌ カ イ ト 3 0 .0 ( 19 .0 ) 6 .0 2.5 B・2. 1V .220 片側部欠失
2 石 鍬 サ ヌ カ イ ト 2 9 .0 ( 2 0 .0 ) 6 .0 2 .3 B・2. IV . 208 先端部潰れ， 片脚部欠失
3 石 鍬 黒輝石 。8.0) (15.0) 6.0 1.7 A-l . 1V .273 片脚部及び両脚部欠失

4 石 錐 サ ヌ カ イ ト 3 5 .0 2 0 .0 7 .0 2 .8 E-2 . 1V .253 
5 模形石器 黒輝石 3 0 .0 2 1.0 9 .0 4 .6 A-2. 1V . 155 
6 棋形石器 珪 岩 2 5 .0 2 6 .0 7.0 7

.2 
B・2. 1 1 . 166

7 棋形石器 安 山岩 37 .0 17.0 8. 0 5. 7 A- 1 . 1 I . 271 
8 二世加工島6石器 安山岩 。6.0) 11.0 8.0 1.7 8-2. 1 1 . 182 
9 ス ク レイバー 安 山 岩 6 9 .0 6 0 .0 15 .0 5 9 .0 A-2. 1 I . 28 
10 盛岡疲品る刻片 安 山 岩 4 2 .0 2 4

.0 
9 .0 6 .6 A-2. 1V 、 154

11 世用痕ある利片 サ ヌ カ イ ト 32 .0 25 .0 4.0 3 .5 E-2 . 1V .204 
12 剥 片 黒瀬石 32 .0 17.0 15 .0 5 . 6 E・2 . 1V .257 

13 石 鍬 黒耀石 α1 .0 ) ( 12 .0 ) 4.0 0 .8 一 . f，T;
14 石 鍬 珪 岩 。8 .0 ) (1 4 .0 ) 4 .0 0 .8 ' f，T; 
1 5  三稜尖頭器 サ ヌ カ イ ト 5 3 .0 18 .0 1 1.0 10 .2 日-2. 1V .231 
1 6 台形様石器 サ ヌ カ イ ト 24 .0 25 .0 8. 0 3. 9 D-2. I . 一括
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第 4 節 ま と め

今回調査 を 行 な っ た 古池 さ ん北遺跡 は 、 現道西側

の小平坦地 に 立地 し て い る 。 調査区 は 、 こ の北西側

縁辺部 に 位置 し て い る 。

ま た 、 遺跡は 湧水地 (古池 さ ん ) か ら 北 に 約 150

m の距離 に あ り 、 西側谷部 に は 湧 水地 か ら 流 れだ し

た谷川 が存在す る 。

調査区 内 か ら は 、 縄文時代早期 に 属 す る 集石遺構

が 2 基、 同 後期 の住居祉が I 基検 出 さ れた 。 集石遺

構 は 、 南西部 に 集 中 し て 検出 さ れ l 号集石遺構 は 、

上部 に 拳大の際、 土坑底面近 く に 大型 の 扇平礁が認

め ら れ た 。 構成離 は 、 大半が火 を 受 け た と 思 わ れ赤

化 し て い る 。 下部 に み ら れ る 大型 の 扇 平礁 は 、 特 に

顕著で赤化 し ひ び割 れが認め ら れ る 。

2 号集石遺構や l 号住居祉遺構 は 、 そ の大半が調

査 区外 に お よ ぴ、全容がは っ き り し な い 。

し か し 、 1 号住居祉遺構か ら は 、 4 点の土器破片

が出 土 し た 。 そ の う ち 第34 図23. 32 は 、 磨 消縄文系

土器で 、 そ の文様の特徴か ら 三万 田 式土器であ る と

考 え ら れ る 。 こ の こ と か ら 、 こ の住居祉の所属 時期

は 、 縄文時代後期 三 万 田 式土器の段階で あ る 可能性

が高 い 。

出 土 し た 遺物 で は 、 第 E 層 か ら 曽畑式土器、 三万

田式土器や土師器等が検出 さ れ、 そ の分布 は調査区

南西部 に 2 ケ 所 の 集 中 部が認め ら れ る 。 し か し 、 第

E 層 の堆積が さ ほ ど厚 く な く 、 同種の土器破片が表

土層 か ら 検 出 さ れ る 等 同 層 の 包含状態 は 良好 と は言

え な い 。

第 W 層 は 、 間層 と し て 第 皿 層 を 挟 み 上層 と の遺物

の 混在 がみ ら れず、 遺物 の 包含状態 は 良好で あ る 。

こ の層 か ら 出 土 し た 遺物 で は 、 押型文土器、 中原西

原式 ( 円 筒形条痕文) 土器等があ る o 当 該遺跡で 、

検 出 さ れ た押型文土器の様相 は 、 近接す る 古池 さ ん

遺跡 と 異 な り 、 口 唇部が平坦 に 作 り 出 さ れ器壁 も 厚

い 。 形態的特徴か ら 中 原 西原 式土器 と の親和性が認

め ら れ る 。 文様別 で は楕 円 文 が 1 点存在す る 外、 す

べ て 山形文で あ る 。 山 形文が施文 さ れ た 土器 ( 第33

図 1 - 1 1 ) は 、 同 ー の 施文原体 を 押捺 し て お り 同 一

国体で あ る 可能性 も 指摘 で き る 。

ま た 、 同層 か ら 出 土 し た 第39図 15の 資料 は 、 そ の

形態的特徴か ら 三稜尖頭器で あ る と 考 え ら れ る 。 こ

の他一括資料の な か に 、 台形様石器 (第39図 1 6) も

存在 し て お り 、 当 該遺跡が先土器時代 か ら 利用 さ れ

て い た こ と を 示 し て い る 。
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図版



図版 1 打砕遺跡

① 遠景

② 近景

③ 溝遺構

。Jハb



図版 2 打砕遺跡 出 土遺物
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図版 3 古池 さ ん遺跡

① 遠景

② 全景

③ 集石遺構検 出状況
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図 版 4 古池 さ ん遺跡 出 土遺物①
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図版 5 古池 さ ん遺跡 出 土遺物②
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図版 6 古池 さ ん遺跡 出 土遺物③
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図版 7 古池 さ ん遺跡 出 土遺物④
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図版 8 古池 さ ん遺跡 出 土遺物⑤
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図版 9 古 池 さ ん遺跡 出 土遺物⑤
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古池 さ ん遺跡 出 土遺物⑦
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図版1 1 古 池 さ ん 北遺跡

① 遠景

② 全景

③ 作業風景
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図版1 2 古池 さ ん 北遺跡

① 1 号集石遺構検 出状況

② 1 号集石遺構 (下部)

③ 1 号集石遺構 (完掘)
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図版1 3 古池 さ ん北遺跡

① 2 号集石遺構

② 1 号住居士止遺構

③ 遺物 出土状況
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図版1 5 古池 さ ん 北遺跡出土遺物②
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@同容姻川明週詣明以甘くで甲山帽ωF出町図
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図版1 7 古池 さ ん 北遺跡 出 土遺物④
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図 版1 8

①打砕遺跡の発掘調査 に 参加 さ れ た 方 々

②古池 さ ん遺跡の発掘調査 に 参加 さ れ た 方 々
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